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札幌大学教育職員免許状の取得に関する規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、札幌大学学則（以下「学則」という。）第58条第２項の規定に基づき、本学に

おける教育職員（以下「教員」という。）免許状授与の所要資格を得させるための課程（以下「教

職課程」という。）の履修及び教員免許状の取得に関し必要な事項を定める。 

（免許状の種類） 

第２条 本学学群専攻において取得できる教員免許状の種類及び教科は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 経営学専攻 

経営・会計コース 

高等学校教諭一種免許状 商業 

情報経営コース 

高等学校教諭一種免許状 情報 

(２) 法学専攻 

中学校教諭一種免許状 社会 

高等学校教諭一種免許状 公民 

(３) 英語専攻 

中学校教諭一種免許状 外国語（英語） 

高等学校教諭一種免許状 外国語（英語） 

(４) 歴史文化専攻 

中学校教諭一種免許状 社会 

高等学校教諭一種免許状 地理歴史 

(５) 日本語・日本文化専攻 

中学校教諭一種免許状 国語 

高等学校教諭一種免許状 国語 

(６) スポーツ文化専攻 

中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病） 

（科目及び単位数） 

第３条 教員免許状を取得しようとする者は、別表第１に定める当該免許状の種類及び免許教科に係

る所要科目及び単位について、別表第３から別表第５に定める教科及び教科の指導法に関する科目、

教育の基礎的理解に関する科目等及び大学が独自に設定する科目を履修しその単位を修得しなけれ

ばならない。 

２ 教員免許状を取得しようとする者は、別表第６に定める教育職員免許法施行規則第66条の６に定

める科目を履修しその単位を修得しなければならない。 

３ 教員免許状を取得しようとする者は、自専攻専門科目62単位以上（ゼミナールⅠ・Ⅱを含む）を

修得しなければならない。 

（履修の資格） 

第４条 教員免許状を取得しようとする者は、原則として別表第２に定める授業科目を履修しその単

位を修得していなければならない。 

２ 別表第４に定める教育の基礎的理解に関する科目等の履修は、原則として２年次からとする。 

（基礎資格） 

第５条 教員免許状を取得する者は、学士の学位を有さなければならない。 

（教育実習の制限） 

第６条 教員免許状を取得しようとする者が、別表第４に定める教育実習を履修するに当たっては、

本学及び実習校の事情により実習校への配当、実習生の指導等に困難がある場合又は履修者の単位

修得状況、性行、生活態度等により、その履修を制限することがある。 

２ 教育実習を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

(１) 教科に関する専門的事項に関する科目20単位以上を修得していること。 

(２) 経営学専攻、英語専攻、日本語・日本文化専攻、スポーツ文化専攻の学生は各教科の指導法
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Ⅰ・Ⅱの４単位を修得していること。法学専攻の学生は社会科・公民科指導法Ⅰ・Ⅱの４単位を

修得していること。歴史文化専攻の学生は社会科・地理歴史科指導法Ⅰ・Ⅱの４単位を修得して

いること。 

(３) 教職論、教育原理、教育心理学、教育制度論、教育の方法及び技術（ＩＣＴの活用を含む）、

教育課程論、生徒指導・進路指導論、特別支援教育入門、特別活動・総合的な学習の時間の指導

法、教育相談の10科目20単位のうち７科目14単位以上を修得していること。 

（履修の手続） 

第７条 教員免許状を取得しようとする者が別表第３に定める各教科の指導法、別表第４に定める教

育の基礎的理解に関する科目等及び別表第５に定める大学が独自に設定する科目を履修するときは、

当該学期の始めに学校法人札幌大学学費等納付金規則に定める教職科目受講料を納付し、所定の手

続きをしなければならない。 

第８条 削除 

（免許状交付の申請手続） 

第９条 教員免許状授与の所要資格を得た者が本学において当該免許状の交付を授与権者に申請する

ときは、次に掲げる書類を提出し手続しなければならない。 

(１) 教育職員免許状授与願（授与権者が定める様式。相当額の収入証紙貼付） 

(２) 学力に関する証明書（本学所定） 

(３) その他、必要とする証明書等 

（免許状の交付） 

第10条 前条により交付申請し授与された教員免許状については、当該申請者が本学所定の課程等を

修めて卒業又は修了するときに交付する。 

（所管） 

第11条 この規程に関する事務の所管は、学務部教務課とする。 

（改廃） 

第12条 この規程の改廃は、常勤理事会の議を経て、学長が行う。 

附 則 

この規程は、昭和49年４月１日から施行する。 

附 則（平成元年４月１日） 

この規程は、平成元年４月１日から施行する。 

附 則（平成２年４月１日） 

（施行期日） 

１ この規程は、平成２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成元年度以前入学生は、従前の例による。 

附 則（平成３年４月１日） 

この規程は、平成３年４月１日から施行する。ただし、教育職員免許に係る「地理歴史」及び「公

民」の教職課程については、平成２年４月１日から適用する。 

附 則（平成４年４月１日） 

この規程は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則（平成５年４月１日） 

この規程は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則（平成６年４月１日） 

この規程は、平成６年４月１日から施行する。 

附 則（平成７年４月１日） 

この規程は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則（平成８年４月１日） 

この規程は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年４月１日） 

この規程は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則（平成10年４月１日） 
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この規程は、平成10年４月１日から施行する。 

附 則（平成11年４月１日） 

この規程は、平成11年４月１日から施行する。 

附 則（平成12年４月１日） 

この規程は、平成12年４月１日から施行する。 

附 則（平成13年４月１日） 

（施行期日） 

１ この規程は、平成13年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 経営学部産業情報学科平成12年度以前入学生の教員免許状の種類及び教科は、第２条第１項第５

号の規定にかかわらず、「高等学校教諭一種免許状 商業」とする。 

附 則（平成14年９月１日） 

この規程は、平成14年９月１日から施行する。 

附 則（平成15年４月１日） 

この規程は、平成15年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年４月１日） 

この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年４月１日） 

この規程は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日） 

（施行期日） 

１ この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 文化学部日本語・日本文化学科及び比較学科平成18年度以前入学生は、第２条第１項第８号にか

かわらず、なお従前のとおりとする。 

附 則（平成21年４月１日） 

（施行期日） 

１ この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 経営学部ビジネスコミュニケーション学科及び法学部自治行政学科平成20年度以前入学生は、第

２条第１項第５号及び第７号にかかわらず、なお従前のとおりとする。 

附 則（平成22年４月１日） 

この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日） 

この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年４月１日） 

（施行期日） 

１ この規程は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年４月１日） 

（施行期日） 

この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成24年度以前入学生は、第２条の規定にかかわらず、なお従前のとおりとする。 

附 則（平成27年４月１日） 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年10月１日） 

この規程は、平成27年10月１日から施行する。 

附 則（平成30年４月１日） 

この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日） 
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（施行期日） 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成30年度以前入学生は、第２条、第３条、第４条、第５条、第６条、第７条の規定にかかわら

ず、なお従前のとおりとする。 

附 則（令和５年３月８日） 

この規程は、令和５年３月８日から施行する。 

附 則（令和５年４月１日） 

（施行期日） 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 令和３年度以前入学生は、第２条、第６条の規定にかかわらず、なお従前のとおりとする。 

附 則（令和６年４月１日） 

（施行期日） 

１ この規程は令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年４月１日） 

（施行期日） 

１ この規程は令和７年４月１日から施行する。 

別表第１ 免許状の種類、免許教科及び取得要件 

１―（ア） 令和６年度以降入学生に適用 

課程 免許状の種類 
免許教

科 

教職免許法施

行基準に定め

る科目区分 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

の最低修

得単位数 

大学において

修得すること

を必要とする

最低単位 

教職履修者必修科目 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 商業 ① 商業の関

係科目 

１以上  ① 経営学基礎、基礎

簿記、経営管理論、

マーケティング概

論、マーケティング

戦略、財務会計 

経営・会計

コース 

      

    ② 職業指導 １以上  ② 職業指導論 

    ③ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ③ 商業科指導法Ⅰ、

商業科指導法Ⅱ 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 情報 ① 情報社会

（職業に関

する内容を

含む。）・情

報倫理 

１以上  ① 産業情報総論、産

業情報各論、情報倫

理、情報と職業 情報経営

コース 

     

   ② コンピュ

ータ・情報処

理 

１以上  ② プログラミング 

    ③ 情報シス

テム 

１以上  ③ データベース論、

情報システム構築 

    ④ 情報通信

ネットワー

１以上  ④ 情報通信論、コン

ピュータ・ネットワ



5/82 

ク ーク論 

    ⑤ マルチメ

ディア表

現・技術 

１以上  ⑤ マルチメディア

実習、情報メディア

論、画像処理 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑥ 情報科指導法Ⅰ、

情報科指導法Ⅱ 

法学専攻 中学校 一種免 社会 ① 日本史・外

国史 

１以上  ① 外国史（東洋史）

Ａ、外国史（東洋史）

Ｂ、外国史（西洋史）

Ａ、外国史（西洋史）

Ｂ、日本史概論Ⅰ、

日本史概論Ⅱ 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 自然地理学Ⅰ、自

然地理学Ⅱ、人文地

理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学、憲法Ⅰ（統

治）、憲法Ⅱ（人権）、

民法Ⅰ（総則）、民

法Ⅲ（債権法）、国

際法、政治学 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学Ⅰ、

ミクロ経済学Ⅰ 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上  ⑤ 哲学、倫理学 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑥ 社会科・公民科指

導法Ⅰ、社会科・公

民科指導法Ⅱ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅰ、社会科・地理

歴史科指導法Ⅱ 

 高等学

校 

一種免 公民 ① 「法律学

（国際法を

含む。）、政

治学（国際政

治を含む。）」 

１以上  ① 法学、憲法Ⅰ（統

治）、憲法Ⅱ（人権）、

民法Ⅰ（総則）、民

法Ⅲ（債権法）、国

際法、政治学 

    ② 「社会学、

経済学（国際

経済を含

む。）」 

１以上  ② 社会学、マクロ経

済学Ⅰ、ミクロ経済

学Ⅰ 

    ③ 「哲学、倫

理学、宗教

学、心理学」 

１以上  ③ 哲学、倫理学 

    ④ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

４以上 計24 ④ 社会科・公民科指

導法Ⅰ、社会科・公

民科指導法Ⅱ 
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活用を含

む。） 

英語専攻 中学校 一種免 英語 ① 英語学 １以上  ① 英語学概論 

    ② 英語文学 １以上  ② 英語文学概論 

    ③ 英語コミ

ュニケーシ

ョン 

１以上  ③ Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ ⅠＡ、Ｐｒａ

ｃｔｉｃａｌ Ｅ

ｎｇｌｉｓｈ Ⅱ

Ａ、Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅲ、Ｐｒａｃ

ｔｉｃａｌ Ｅｎ

ｇｌｉｓｈ Ⅳ、Ｐ

ｒｏｎｕｎｃｉａ

ｔｉｏｎ、Ｒｅａｄ

ｉｎｇ Ⅲ、Ｒｅａ

ｄｉｎｇ Ⅳ、Ｗｒ

ｉｔｉｎｇ Ⅰ、Ｗ

ｒｉｔｉｎｇ Ⅱ 

    ④ 異文化理

解 

１以上  ④ Ｉｎｔｅｒｃｕ

ｌｔｕｒａｌ Ｓ

ｔｕｄｉｅｓ 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑤ 英語科指導法Ⅰ、

英語科指導法Ⅱ、英

語科指導法Ⅲ、英語

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 英語 ① 英語学 １以上  ① 英語学概論 

    ② 英語文学 １以上  ② 英語文学概論 

    ③ 英語コミ

ュニケーシ

ョン 

１以上  ③ Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ ⅠＡ、Ｐｒａ

ｃｔｉｃａｌ Ｅ

ｎｇｌｉｓｈ Ⅱ

Ａ、Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅲ、Ｐｒａｃ

ｔｉｃａｌ Ｅｎ

ｇｌｉｓｈ Ⅳ、Ｐ

ｒｏｎｕｎｃｉａ

ｔｉｏｎ、Ｒｅａｄ

ｉｎｇ Ⅲ、Ｒｅａ

ｄｉｎｇ Ⅳ、Ｗｒ

ｉｔｉｎｇ Ⅰ、Ｗ

ｒｉｔｉｎｇ Ⅱ 

    ④ 異文化理

解 

１以上  ④ Ｉｎｔｅｒｃｕ

ｌｔｕｒａｌ Ｓ
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ｔｕｄｉｅｓ 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑤ 英語科指導法Ⅰ、

英語科指導法Ⅱ 

歴史文化

専攻 

中学校 一種免 社会 ① 日本史・外

国史 

１以上  ① 外国史（東洋史）

Ａ、外国史（東洋史）

Ｂ、外国史（西洋史）

Ａ、外国史（西洋史）

Ｂ、日本史概論Ⅰ、

日本史概論Ⅱ 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 自然地理学Ⅰ、自

然地理学Ⅱ、人文地

理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学Ⅰ、

ミクロ経済学Ⅰ 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上  ⑤ 哲学、倫理学 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑥ 社会科・地理歴史

科指導法Ⅰ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅱ、社会科・公民

科指導法Ⅰ、社会

科・公民科指導法Ⅱ 

 高等学

校 

一種免 地理歴

史 

① 日本史 １以上  ① 日本史概論Ⅰ、日

本史概論Ⅱ、日本北

方史 

    ② 外国史 １以上  ② 外国史（東洋史）

Ａ、外国史（東洋史）

Ｂ、外国史（西洋史）

Ａ、外国史（西洋史）

Ｂ 

    ③ 人文地理

学・自然地理

学 

１以上  ③ 人文地理学、自然

地理学Ⅰ、自然地理

学Ⅱ 

    ④ 地誌 １以上  ④ 地誌学 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑤ 社会科・地理歴史

科指導法Ⅰ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅱ 

日本語・日

本文化専

攻 

中学校 一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 
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を含む。） 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史、日本

文学概論 

    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 

    ④ 書道（書写

を中心とす

る。） 

１以上  ④ 書道 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑤ 国語科指導法Ⅰ、

国語科指導法Ⅱ、国

語科指導法Ⅲ、国語

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史、日本

文学概論 

    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 

    ④ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ④ 国語科指導法Ⅰ、

国語科指導法Ⅱ 

スポーツ

文化専攻 

中学校 一種免 保健体

育 

① 体育実技 １以上  ① 体操・器械体操、

陸上競技、水泳、武

道Ａ、武道Ｂ、ダン

ス、ゴール型球技

Ａ、ゴール型球技

Ｂ、ネット型球技

Ａ、ネット型球技

Ｂ、野球型球技 

    ② 「体育原

理、体育心理

学、体育経営

管理学、体育

社会学、体育

史」・運動学

（運動方法

学を含む。） 

１以上  ② スポーツ哲学、ス

ポーツ心理学、スポ

ーツマネジメント、

スポーツ社会学、運

動学（バイオメカニ

クス）、スポーツ教

育学 

    ③ 生理学（運

動生理学を

含む。） 

１以上  ③ 生理学（運動生理

学を含む） 

    ④ 衛生学・公

衆衛生学 

１以上  ④ 衛生学及び公衆

衛生学 

    ⑤ 学校保健 １以上  ⑤ 救急・応急処置演
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（小児保健、

精神保健、学

校安全及び

救急処置を

含む。） 

習、学校保健 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑥ 保健体育科指導

法Ⅰ、保健体育科指

導法Ⅱ、保健体育科

指導法Ⅲ、保健体育

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 保健体

育 

① 体育実技 １以上  ① 体操・器械体操、

陸上競技、水泳、武

道Ａ、武道Ｂ、ダン

ス、ゴール型球技

Ａ、ゴール型球技

Ｂ、ネット型球技

Ａ、ネット型球技

Ｂ、野球型球技 

    ② 「体育原

理、体育心理

学、体育経営

管理学、体育

社会学、体育

史」・運動学

（運動方法

学を含む。） 

１以上  ② スポーツ哲学、ス

ポーツ心理学、スポ

ーツマネジメント、

スポーツ社会学、運

動学（バイオメカニ

クス）、スポーツ教

育学 

    ③ 生理学（運

動生理学を

含む。） 

１以上  ③ 生理学（運動生理

学を含む） 

    ④ 衛生学・公

衆衛生学 

１以上  ④ 衛生学及び公衆

衛生学 

    ⑤ 学校保健

（小児保健、

精神保健、学

校安全及び

救急処置を

含む。） 

１以上  ⑤ 救急・応急処置演

習、学校保健 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術活

用を含む。） 

４以上 計24 ⑥ 保健体育科指導

法Ⅰ、保健体育科指

導法Ⅱ 

 特別支

援学校 

一種免  ① 特別支援

教育の基礎

理論に関す

る科目 

２以上  ① 特別支援教育総

論 

    ② 特別支援

教育領域に

関する科目 

心身に障

16以上  ② 知的障害者の心

理・生理・病理、肢

体不自由者の心

理・生理・病理、病
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害のある幼

児、児童又は

生徒の心理、

生理及び病

理に関する

科目 

弱者の心理・生理・

病理 

    心身に障

害のある幼

児、児童又は

生徒の教育

課程及び指

導法に関す

る科目 

  知的障害教育論Ａ、

知的障害教育論Ｂ、

肢体不自由教育論

Ａ、肢体不自由教育

論Ｂ、病弱教育論

Ａ、病弱教育論Ｂ 

    ③ 免許状に

定められる

こととなる

特別支援教

育領域以外

の領域に関

する科目 

５以上  ③ 視覚障害者の心

理・生理・病理、聴

覚障害者の心理・生

理・病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

   

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  視覚障害教育論、聴

覚障害教育論 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  重複障害教育総論、

発達障害教育総論 

    ④ 心身に障

害のある幼

児、児童又は

３以上 計26 ④ 教育実習 
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生徒につい

ての教育実

習 

※基礎資格 (１) 学士の学位を有すること 

(２) 中学校教諭の普通免許状を取得する者は、「小学校及び中学校の教諭の普通免

許状に係る教育職員免許法の特例に関する法律（平成９年法律第90号）に基づく介

護等体験についての証明を受けていること。 

１―（イ） 令和４年度～令和５年度入学生に適用 

課程 免許状の種類 
免許教

科 

教職免許法施

行基準に定め

る科目区分 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

の最低修

得単位数 

大学において

修得すること

を必要とする

最低単位 

教職履修者必修科目 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 商業 ① 商業の関

係科目 

１以上  ① 経営学基礎、基礎

簿記、経営管理論、

マーケティング概

論、マーケティング

戦略、財務会計 

経営・会計

コース 

      

    ② 職業指導 １以上  ② 職業指導論 

    ③ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ③ 商業科指導法Ⅰ、

商業科指導法Ⅱ 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 情報 ① 情報社

会・情報倫理 

１以上  ① 産業情報総論、産

業情報各論、情報倫

理基礎、情報倫理応

用 

情報経営

コース 

     

   ② コンピュ

ータ・情報処

理（実習を含

む。） 

１以上  ② プログラミング 

    ③ 情報シス

テム（実習を

含む。） 

１以上  ③ データベース論、

情報システム構築 

    ④ 情報通信

ネットワー

ク（実習を含

む。） 

１以上  ④ 情報通信論、コン

ピュータ・ネットワ

ーク論 

    ⑤ マルチメ

ディア表

現・技術（実

習を含む。） 

１以上  ⑤ マルチメディア

実習、情報メディア

論、画像処理 

    ⑥ 情報と職

業 

１以上  ⑥ 情報と職業 

    ⑦ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

４以上 計24 ⑦ 情報科指導法Ⅰ、

情報科指導法Ⅱ 
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活用を含

む。） 

法学専攻 中学校 一種免 社会 ① 日本史・外

国史 

１以上  ① 日本史概論Ⅰ、日

本史概論Ⅱ、外国史

（東洋史）Ａ、外国

史（東洋史）Ｂ、外

国史（西洋史）Ａ、

外国史（西洋史）Ｂ 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 自然地理学Ⅰ、自

然地理学Ⅱ、人文地

理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学、憲法Ⅰ（統

治）、憲法Ⅱ（人権）、

民法Ⅰ（総則）、民

法Ⅲ（債権法）、国

際法、政治理論 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学（基

礎理論）、ミクロ経

済学（基礎理論） 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上  ⑤ 哲学、倫理学 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑥ 社会科・公民科指

導法Ⅰ、社会科・公

民科指導法Ⅱ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅰ、社会科・地理

歴史科指導法Ⅱ 

 高等学

校 

一種免 公民 ① 「法律学

（国際法を

含む。）、政

治学（国際政

治を含む。）」 

１以上  ① 法学、憲法Ⅰ（統

治）、憲法Ⅱ（人権）、

民法Ⅰ（総則）、民

法Ⅲ（債権法）、国

際法、政治理論 

    ② 「社会学、

経済学（国際

経済を含

む。）」 

１以上  ② 社会学、マクロ経

済学（基礎理論）、

ミクロ経済学（基礎

理論） 

    ③ 「哲学、倫

理学、宗教

学、心理学」 

１以上  ③ 哲学、倫理学 

    ④ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ④ 社会科・公民科指

導法Ⅰ、社会科・公

民科指導法Ⅱ 

英語専攻 中学校 一種免 英語 ① 英語学 １以上  ① 英語学概論 

    ② 英語文学 １以上  ② 英語文学概論 

    ③ 英語コミ

ュニケーシ

１以上  ③ Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ
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ョン ｓｈ Ⅰ、Ｐｒａｃ

ｔｉｃａｌ Ｅｎ

ｇｌｉｓｈ Ⅱ、Ｐ

ｒａｃｔｉｃａｌ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ⅲ、Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅳ、Ｐｒｏｎ

ｕｎｃｉａｔｉｏ

ｎ、Ｒｅａｄｉｎｇ 

Ⅰ、Ｒｅａｄｉｎｇ 

Ⅱ、Ｗｒｉｔｉｎｇ 

Ⅰ、Ｗｒｉｔｉｎｇ 

Ⅱ 

    ④ 異文化理

解 

１以上  ④ Ｉｎｔｅｒｃｕ

ｌｔｕｒａｌ Ｓ

ｔｕｄｙ 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑤ 英語科指導法Ⅰ、

英語科指導法Ⅱ、英

語科指導法Ⅲ、英語

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 英語 ① 英語学 １以上  ① 英語学概論 

    ② 英語文学 １以上  ② 英語文学概論 

    ③ 英語コミ

ュニケーシ

ョン 

１以上  ③ Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅰ、Ｐｒａｃ

ｔｉｃａｌ Ｅｎ

ｇｌｉｓｈ Ⅱ、Ｐ

ｒａｃｔｉｃａｌ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ⅲ、Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅳ、Ｐｒｏｎ

ｕｎｃｉａｔｉｏ

ｎ、Ｒｅａｄｉｎｇ 

Ⅰ、Ｒｅａｄｉｎｇ 

Ⅱ、Ｗｒｉｔｉｎｇ 

Ⅰ、Ｗｒｉｔｉｎｇ 

Ⅱ 

    ④ 異文化理

解 

１以上  ④ Ｉｎｔｅｒｃｕ

ｌｔｕｒａｌ Ｓ

ｔｕｄｙ 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑤ 英語科指導法Ⅰ、

英語科指導法Ⅱ 



14/82 

歴史文化

専攻 

中学校 一種免 社会 ① 日本史・外

国史 

１以上  ① 日本史概論Ⅰ、日

本史概論Ⅱ、外国史

（東洋史）Ａ、外国

史（東洋史）Ｂ、外

国史（西洋史）Ａ、

外国史（西洋史）Ｂ 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 自然地理学Ⅰ、自

然地理学Ⅱ、人文地

理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学（基

礎理論）、ミクロ経

済学（基礎理論） 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上  ⑤ 哲学、倫理学 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑥ 社会科・地理歴史

科指導法Ⅰ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅱ、社会科・公民

科指導法Ⅰ、社会

科・公民科指導法Ⅱ 

 高等学

校 

一種免 地理歴

史 

① 日本史 １以上  ① 日本史概論Ⅰ、日

本史概論Ⅱ、日本北

方史 

    ② 外国史 １以上  ② 外国史（東洋史）

Ａ、外国史（東洋史）

Ｂ、外国史（西洋史）

Ａ、外国史（西洋史）

Ｂ 

    ③ 人文地理

学・自然地理

学 

１以上  ③ 人文地理学、自然

地理学Ⅰ、自然地理

学Ⅱ 

    ④ 地誌 １以上  ④ 地誌学 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑤ 社会科・地理歴史

科指導法Ⅰ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅱ 

日本語・日

本文化専

攻 

中学校 一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史Ａ、日

本文学史Ｂ、日本文

学概論Ａ、日本文学

概論Ｂ 
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    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 

    ④ 書道（書写

を中心とす

る。） 

１以上  ④ 書道 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑤ 国語科指導法Ⅰ、

国語科指導法Ⅱ、国

語科指導法Ⅲ、国語

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史Ａ、日

本文学史Ｂ、日本文

学概論Ａ、日本文学

概論Ｂ 

    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 

    ④ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ④ 国語科指導法Ⅰ、

国語科指導法Ⅱ 

スポーツ

文化専攻 

中学校 一種免 保健体

育 

① 体育実技 １以上  ① 体操・器械体操、

陸上競技、水泳、武

道Ａ、武道Ｂ、ダン

ス、ゴール型球技

Ａ、ゴール型球技

Ｂ、ネット型球技

Ａ、ネット型球技

Ｂ、野球型球技 

    ② 「体育原

理、体育心理

学、体育経営

管理学、体育

社会学、体育

史」・運動学

（運動方法

学を含む。） 

１以上  ② スポーツ哲学、ス

ポーツ心理学、スポ

ーツマネジメント、

スポーツ社会学、運

動学（バイオメカニ

クス）、スポーツ教

育学 

    ③ 生理学（運

動生理学を

含む。） 

１以上  ③ 生理学（運動生理

学を含む） 

    ④ 衛生学・公

衆衛生学 

１以上  ④ 衛生学及び公衆

衛生学 

    ⑤ 学校保健

（小児保健、

精神保健、学

校安全及び

１以上  ⑤ 救急・応急処置演

習、学校保健 
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救急処置を

含む。） 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑥ 保健体育科指導

法Ⅰ、保健体育科指

導法Ⅱ、保健体育科

指導法Ⅲ、保健体育

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 保健体

育 

① 体育実技 １以上  ① 体操・器械体操、

陸上競技、水泳、武

道Ａ、武道Ｂ、ダン

ス、ゴール型球技

Ａ、ゴール型球技

Ｂ、ネット型球技

Ａ、ネット型球技

Ｂ、野球型球技 

    ② 「体育原

理、体育心理

学、体育経営

管理学、体育

社会学、体育

史」・運動学

（運動方法

学を含む。） 

１以上  ② スポーツ哲学、ス

ポーツ心理学、スポ

ーツマネジメント、

スポーツ社会学、運

動学（バイオメカニ

クス）、スポーツ教

育学 

    ③ 生理学（運

動生理学を

含む。） 

１以上  ③ 生理学（運動生理

学を含む） 

    ④ 衛生学・公

衆衛生学 

１以上  ④ 衛生学及び公衆

衛生学 

    ⑤ 学校保健

（小児保健、

精神保健、学

校安全及び

救急処置を

含む。） 

１以上  ⑤ 救急・応急処置演

習、学校保健 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術活

用を含む。） 

４以上 計24 ⑥ 保健体育科指導

法Ⅰ、保健体育科指

導法Ⅱ 

 特別支

援学校 

一種免  ① 特別支援

教育の基礎

理論に関す

る科目 

２以上  ① 特別支援教育総

論 

    ② 特別支援

教育領域に

関する科目 

16以上  ② 知的障害者の心

理・生理・病理、肢

体不自由者の心

理・生理・病理、病

弱者の心理・生理・

病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理
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及び病理に

関する科目 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  知的障害教育論Ⅰ、

知的障害教育論Ⅱ、

肢体不自由教育論

Ⅰ、肢体不自由教育

論Ⅱ、病弱教育論 

    ③ 免許状に

定められる

こととなる

特別支援教

育領域以外

の領域に関

する科目 

５以上  ③ 視覚障害者の心

理・生理・病理、聴

覚障害者の心理・生

理・病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

   

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  視覚障害教育論、聴

覚障害教育論 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  重複障害教育総論、

発達障害教育総論 

    ④ 心身に障

害のある幼

児、児童又は

生徒につい

ての教育実

習 

３以上 計26 ④ 教育実習 

※基礎資格 (１) 学士の学位を有すること 
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(２) 中学校教諭の普通免許状を取得する者は、「小学校及び中学校の教諭の普通免

許状に係る教育職員免許法の特例に関する法律（平成９年法律第90号）に基づく介

護等体験についての証明を受けていること。 

１―（ウ） 平成31年度～令和３年度入学生に適用 

課程 免許状の種類 
免許教

科 

教職免許法施

行基準に定め

る科目区分 

教科及び

教科の指

導法に関

する科目

の最低修

得単位数 

大学において

修得すること

を必要とする

最低単位 

教職履修者必修科目 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 商業 ① 商業の関

係科目 

１以上  ① 経営学基礎、基礎

簿記、経営管理論、

マーケティング概

論、マーケティング

戦略、財務会計 

経営・会計

コース 

      

    ② 職業指導 １以上  ② 職業指導論 

    ③ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ③ 商業科指導法Ⅰ、

商業科指導法Ⅱ 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 情報 ① 情報社

会・情報倫理 

１以上  ① 産業情報総論、産

業情報各論、情報倫

理基礎、情報倫理応

用 

情報経営

コース 

     

   ② コンピュ

ータ・情報処

理（実習を含

む。） 

１以上  ② プログラミング 

    ③ 情報シス

テム（実習を

含む。） 

１以上  ③ データベース論、

情報システム構築 

    ④ 情報通信

ネットワー

ク（実習を含

む。） 

１以上  ④ 情報通信論、コン

ピュータ・ネットワ

ーク論 

    ⑤ マルチメ

ディア表

現・技術（実

習を含む。） 

１以上  ⑤ マルチメディア

実習、情報メディア

論、画像処理 

    ⑥ 情報と職

業 

１以上  ⑥ 情報と職業 

    ⑦ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑦ 情報科指導法Ⅰ、

情報科指導法Ⅱ 

法学専攻 中学校 一種免 社会 ① 日本史・外

国史 

１以上  ① 日本史概論Ⅰ、日

本史概論Ⅱ、外国史
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（東洋史）Ａ、外国

史（東洋史）Ｂ、外

国史（西洋史）Ａ、

外国史（西洋史）Ｂ 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 自然地理学Ⅰ、自

然地理学Ⅱ、人文地

理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学、憲法Ⅰ（統

治）、憲法Ⅱ（人権）、

民法Ⅰ（総則）、民

法Ⅲ（債権法）、国

際法、政治理論 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学（基

礎理論）、ミクロ経

済学（基礎理論） 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上  ⑤ 哲学、倫理学 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑥ 社会科・公民科指

導法Ⅰ、社会科・公

民科指導法Ⅱ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅰ、社会科・地理

歴史科指導法Ⅱ 

 高等学

校 

一種免 公民 ① 「法律学

（国際法を

含む。）、政

治学（国際政

治を含む。）」 

１以上  ① 法学、憲法Ⅰ（統

治）、憲法Ⅱ（人権）、

民法Ⅰ（総則）、民

法Ⅲ（債権法）、国

際法、政治理論 

    ② 「社会学、

経済学（国際

経済を含

む。）」 

１以上  ② 社会学、マクロ経

済学（基礎理論）、

ミクロ経済学（基礎

理論） 

    ③ 「哲学、倫

理学、宗教

学、心理学」 

１以上  ③ 哲学、倫理学 

    ④ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ④ 社会科・公民科指

導法Ⅰ、社会科・公

民科指導法Ⅱ 

英語専攻 中学校 一種免 英語 ① 英語学 １以上  ① 英語学概論 

    ② 英語文学 １以上  ② 英語文学概論 

    ③ 英語コミ

ュニケーシ

ョン 

１以上  ③ Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅰ、Ｐｒａｃ

ｔｉｃａｌ Ｅｎ

ｇｌｉｓｈ Ⅱ、Ｐ

ｒａｃｔｉｃａｌ 
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Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ⅲ、Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅳ、Ｐｒｏｎ

ｕｎｃｉａｔｉｏ

ｎ、Ｒｅａｄｉｎｇ 

Ⅰ、Ｒｅａｄｉｎｇ 

Ⅱ、Ｗｒｉｔｉｎｇ 

Ⅰ、Ｗｒｉｔｉｎｇ 

Ⅱ 

    ④ 異文化理

解 

１以上  ④ Ｉｎｔｅｒｃｕ

ｌｔｕｒａｌ Ｓ

ｔｕｄｙ 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑤ 英語科指導法Ⅰ、

英語科指導法Ⅱ、英

語科指導法Ⅲ、英語

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 英語 ① 英語学 １以上  ① 英語学概論 

    ② 英語文学 １以上  ② 英語文学概論 

    ③ 英語コミ

ュニケーシ

ョン 

１以上  ③ Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅰ、Ｐｒａｃ

ｔｉｃａｌ Ｅｎ

ｇｌｉｓｈ Ⅱ、Ｐ

ｒａｃｔｉｃａｌ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ⅲ、Ｐｒａｃｔｉｃ

ａｌ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ⅳ、Ｐｒｏｎ

ｕｎｃｉａｔｉｏ

ｎ、Ｒｅａｄｉｎｇ 

Ⅰ、Ｒｅａｄｉｎｇ 

Ⅱ、Ｗｒｉｔｉｎｇ 

Ⅰ、Ｗｒｉｔｉｎｇ 

Ⅱ 

    ④ 異文化理

解 

１以上  ④ Ｉｎｔｅｒｃｕ

ｌｔｕｒａｌ Ｓ

ｔｕｄｙ 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑤ 英語科指導法Ⅰ、

英語科指導法Ⅱ 

ロシア語

専攻 

中学校 一種免 ロシア

語 

① ロシア語

学 

１以上  ① ロシア語文法、ロ

シア語演習Ⅰ、ロシ

ア語演習Ⅱ 

    ② ロシア文 １以上  ② ロシア事情Ｂ（文
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学 学・文化）、ロシア

文学研究 

    ③ ロシア語

コミュニケ

ーション 

１以上  ③ ロシア語作文、ロ

シア語会話Ⅰ、ロシ

ア語会話Ⅱ 

    ④ 異文化理

解 

１以上  ④ ロシア事情Ａ（地

域研究） 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑤ ロシア語科指導

法Ⅰ、ロシア語科指

導法Ⅱ、ロシア語科

指導法Ⅲ、ロシア語

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 ロシア

語 

① ロシア語

学 

１以上  ① ロシア語文法、ロ

シア語演習Ⅰ、ロシ

ア語演習Ⅱ 

    ② ロシア文

学 

１以上  ② ロシア事情Ｂ（文

学・文化）、ロシア

文学研究 

    ③ ロシア語

コミュニケ

ーション 

１以上  ③ ロシア語作文、ロ

シア語会話Ⅰ、ロシ

ア語会話Ⅱ 

    ④ 異文化理

解 

１以上  ④ ロシア事情Ａ（地

域研究） 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑤ ロシア語科指導

法Ⅰ、ロシア語科指

導法Ⅱ 

歴史文化

専攻 

中学校 一種免 社会 ① 日本史・外

国史 

１以上  ① 日本史概論Ⅰ、日

本史概論Ⅱ、外国史

（東洋史）Ａ、外国

史（東洋史）Ｂ、外

国史（西洋史）Ａ、

外国史（西洋史）Ｂ 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 自然地理学Ⅰ、自

然地理学Ⅱ、人文地

理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学（基

礎理論）、ミクロ経

済学（基礎理論） 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上  ⑤ 哲学、倫理学 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

８以上 計28 ⑥ 社会科・地理歴史

科指導法Ⅰ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅱ、社会科・公民
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む。） 科指導法Ⅰ、社会

科・公民科指導法Ⅱ 

 高等学

校 

一種免 地理歴

史 

① 日本史 １以上  ① 日本史概論Ⅰ、日

本史概論Ⅱ、日本北

方史 

    ② 外国史 １以上  ② 外国史（東洋史）

Ａ、外国史（東洋史）

Ｂ、外国史（西洋史）

Ａ、外国史（西洋史）

Ｂ 

    ③ 人文地理

学・自然地理

学 

１以上  ③ 人文地理学、自然

地理学Ⅰ、自然地理

学Ⅱ 

    ④ 地誌 １以上  ④ 地誌学 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

４以上 計24 ⑤ 社会科・地理歴史

科指導法Ⅰ、社会

科・地理歴史科指導

法Ⅱ 

日本語・日

本文化専

攻 

中学校 一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史Ａ、日

本文学史Ｂ、日本文

学概論Ａ、日本文学

概論Ｂ 

    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 

    ④ 書道（書写

を中心とす

る。） 

１以上  ④ 書道 

    ⑤ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑤ 国語科指導法Ⅰ、

国語科指導法Ⅱ、国

語科指導法Ⅲ、国語

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史Ａ、日

本文学史Ｂ、日本文

学概論Ａ、日本文学

概論Ｂ 

    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 

    ④ 各教科の

指導法（情報

４以上 計24 ④ 国語科指導法Ⅰ、

国語科指導法Ⅱ 
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通信技術の

活用を含

む。） 

スポーツ

文化専攻 

中学校 一種免 保健体

育 

① 体育実技 １以上  ① 体操・器械体操、

陸上競技、水泳、武

道Ａ、武道Ｂ、ダン

ス、ゴール型球技

Ａ、ゴール型球技

Ｂ、ネット型球技

Ａ、ネット型球技

Ｂ、野球型球技 

    ② 「体育原

理、体育心理

学、体育経営

管理学、体育

社会学、体育

史」・運動学

（運動方法

学を含む。） 

１以上  ② スポーツ哲学、ス

ポーツ心理学、スポ

ーツマネジメント、

スポーツ社会学、運

動学（バイオメカニ

クス）、スポーツ教

育学 

    ③ 生理学（運

動生理学を

含む。） 

１以上  ③ 生理学（運動生理

学を含む） 

    ④ 衛生学・公

衆衛生学 

１以上  ④ 衛生学及び公衆

衛生学 

    ⑤ 学校保健

（小児保健、

精神保健、学

校安全及び

救急処置を

含む。） 

１以上  ⑤ 救急・応急処置演

習、学校保健 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術の

活用を含

む。） 

８以上 計28 ⑥ 保健体育科指導

法Ⅰ、保健体育科指

導法Ⅱ、保健体育科

指導法Ⅲ、保健体育

科指導法Ⅳ 

 高等学

校 

一種免 保健体

育 

① 体育実技 １以上  ① 体操・器械体操、

陸上競技、水泳、武

道Ａ、武道Ｂ、ダン

ス、ゴール型球技

Ａ、ゴール型球技

Ｂ、ネット型球技

Ａ、ネット型球技

Ｂ、野球型球技 

    ② 「体育原

理、体育心理

学、体育経営

管理学、体育

社会学、体育

史」・運動学

１以上  ② スポーツ哲学、ス

ポーツ心理学、スポ

ーツマネジメント、

スポーツ社会学、運

動学（バイオメカニ

クス）、スポーツ教
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（運動方法

学を含む。） 

育学 

    ③ 生理学（運

動生理学を

含む。） 

１以上  ③ 生理学（運動生理

学を含む） 

    ④ 衛生学・公

衆衛生学 

１以上  ④ 衛生学及び公衆

衛生学 

    ⑤ 学校保健

（小児保健、

精神保健、学

校安全及び

救急処置を

含む。） 

１以上  ⑤ 救急・応急処置演

習、学校保健 

    ⑥ 各教科の

指導法（情報

通信技術活

用を含む。） 

４以上 計24 ⑥ 保健体育科指導

法Ⅰ、保健体育科指

導法Ⅱ 

 特別支

援学校 

一種免 特別支

援教育

に関す

る科目 

① 特別支援

教育の基礎

理論に関す

る科目 

２以上  ① 特別支援教育総

論 

    ② 特別支援

教育領域に

関する科目 

16以上  ② 知的障害者の心

理・生理・病理、肢

体不自由者の心

理・生理・病理、病

弱者の心理・生理・

病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

  

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  ・知的障害教育論Ⅰ、

知的障害教育論Ⅱ、

肢体不自由教育論

Ⅰ、肢体不自由教育

論Ⅱ、病弱教育論 

    ③ 免許状に

定められる

こととなる

特別支援教

育領域以外

の領域に関

する科目 

５以上  ③ 視覚障害者の心

理・生理・病理、聴

覚障害者の心理・生

理・病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に
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関する科目 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  ・視覚障害教育論、聴

覚障害教育論 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  ・重複障害教育総論、

発達障害教育総論 

    ④ 心身に障

害のある幼

児、児童又は

生徒につい

ての教育実

習 

３以上 計26 ④ 教育実習 

※基礎資格 (１) 学士の学位を有すること 

(２) 中学校教諭の普通免許状を取得する者は、「小学校及び中学校の教諭の普通免

許状に係る教育職員免許法の特例に関する法律（平成９年法律第90号）に基づく介

護等体験についての証明を受けていること。 

１―（エ） 平成30年度入学生に適用 

課程 免許状の種類 
免許教

科 

教職免許法施

行基準に定め

る科目区分 

教科に関

する科目

の最低修

得単位数 

大学において

修得すること

を必要とする

最低単位 

教職履修者必修科目 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 商業 ① 職業の関

連科目 

１以上  ① 経営学基礎、基礎

簿記、経営管理論、

マーケティング、財

務諸表 

経営・会計

コース 

      

   ② 職業指導

論 

１以上 計20 ② 職業指導論 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 情報 ① 情報社会

及び情報倫

理 

１以上  ① 産業情報論、情報

倫理 

情報経営

コース 

      

   ② コンピュ

ータ及び情

報処理（実習

を含む。） 

１以上  ② プログラミング 
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    ③ 情報シス

テム（実習を

含む。） 

１以上  ③ データベース論、

情報システム構築 

    ④ 情報通信

ネットワー

ク（実習を含

む。） 

１以上  ④ 情報通信論、コン

ピュータネットワ

ーク論 

    ⑤ マルチメ

ディア表現

及び技術（実

習を含む。） 

１以上  ⑤ 情報メディア論、

画像処理、マルチメ

ディア実習 

    ⑥ 情報と職

業 

１以上 計20 ⑥ 情報と職業 

法学専攻 中学校 一種免 社会 ① 日本史及

び外国史 

１以上  ① 日本史、外国史 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 人文地理学、自然

地理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学、ミ

クロ経済学 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上 計20 ⑤ 哲学、倫理学 

 高等学

校 

一種免 公民 ① 「法律学

（国際法を

含む。）、政

治学（国際政

治を含む。）」 

１以上  ① 法学、国際法、政

治理論 

    ② 「社会学、

経済学（国際

経済を含

む。）」 

１以上  ② 社会学、マクロ経

済学、ミクロ経済学 

    ③ 「哲学、倫

理学、宗教

学、心理学」 

１以上 計20 ③ 哲学、倫理学 

英語専攻 中学校 一種免 英語 ① 英語学 １以上  ① 英語学概論 

 高等学

校 

一種免 英語 ② 英米文学 １以上  ② 英米文学概論 

    ③ 英語コミ

ュニケーシ

ョン 

１以上  ③ Ｏｒａｌ Ｃｏ

ｍｍｕｎｉｃａｔ

ｉｏｎⅠ、Ｏｒａｌ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃ

ａｔｉｏｎⅡ、Ｐｒ

ｏｎｕｎｃｉａｔ

ｉｏｎ、Ｒｅａｄｉ

ｎｇⅠ、Ｒｅａｄｉ

ｎｇⅡ、Ｂａｓｉｃ 

ＷｒｉｔｉｎｇⅠ、
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Ｂａｓｉｃ Ｗｒ

ｉｔｉｎｇⅡ、Ｌｉ

ｓｔｅｎｉｎｇ 

    ④ 異文化理

解 

１以上 計20 ④ Ｉｎｔｅｒｃｕ

ｌｔｕｒａｌ Ｓ

ｔｕｄｙ 

ロシア語

専攻 

中学校 一種免 ロシア

語 

① ロシア語

学 

１以上  ① ロシア語文法、ロ

シア語学研究Ａ又

はロシア語学研究

Ｂ 

 高等学

校 

一種免 ロシア

語 

② ロシア文

学 

１以上  ② ロシア事情Ｂ（文

学・文化）、ロシア

文学研究Ａ又はロ

シア文学研究Ｂ 

    ③ ロシア語

コミュニケ

ーション 

１以上  ③ ロシア語作文、ロ

シア語会話Ⅰ、ロシ

ア語会話Ⅱ、現代ロ

シア語表現研究Ａ

又は現代ロシア語

表現研究Ｂ 

    ④ 異文化理

解 

１以上 計20 ④ ロシア事情Ａ（地

域研究） 

歴史文化

専攻 

中学校 一種免 社会 ① 日本史及

び外国史 

１以上  ① 日本史、外国史 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 人文地理学、自然

地理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学、ミ

クロ経済学 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上 計20 ⑤ 哲学、倫理学 

 高等学

校 

一種免 地理歴

史 

① 日本史 １以上  ① 日本史、日本北方

史 

    ② 外国史 １以上  ② 外国史 

    ③ 人文地理

学及び自然

地理学 

１以上  ③ 人文地理学、自然

地理学 

    ④ 地誌 １以上 計20 ④ 地誌学 

日本語・日

本文化専

攻 

中学校 一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史、日本

文学表現論、日本文

化論 

    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 
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    ④ 書道（書写

を中心とす

る。） 

１以上 計20 ④ 書道 

 高等学

校 

一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史、日本

文学表現論、日本文

化論 

    ③ 漢文学 １以上 計20 ③ 漢文学 

スポーツ

文化専攻 

中学校 一種免 保健体

育 

① 体育実技 １以上  ① 体操・器械体操、

陸上競技、水泳、武

道Ａ、武道Ｂ、ダン

ス、サッカー、バス

ケットボール、バレ

ーボール、テニス、

バドミントン、ソフ

トボール 

 高等学

校 

一種免 保健体

育 

② 「体育原

理、体育心理

学、体育経営

管理学、体育

社会学、体育

史」及び運動

学（運動方法

学を含む。） 

１以上  ② スポーツ哲学、ス

ポーツ心理学、スポ

ーツマネージメン

ト、スポーツ社会

学、運動学、スポー

ツ教育学 

    ③ 生理学（運

動生理学を

含む。） 

１以上  ③ 生理学、運動生理

学 

    ④ 衛生学及

び公衆衛生

学 

１以上  ④ 衛生学及び公衆

衛生学 

    ⑤ 保健（小児

保健、精神保

健、学校安全

及び救急処

置を含む。） 

１以上 計20 ⑤ 学校保健、救急・

応急処置演習 

 特別支

援学校 

一種免 特別支

援教育

に関す

る科目 

① 特別支援

教育の基礎

理論に関す

る科目 

２以上  ① 特別支援教育総

論 

    ② 特別支援

教育領域に

関する科目 

16以上  ② 知的障害者の心

理・生理・病理、肢

体不自由者の心

理・生理・病理、病

弱者の心理・生理・

病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒
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の心理、生理

及び病理に

関する科目 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  ・知的障害教育論Ⅰ、

知的障害教育論Ⅱ、

肢体不自由教育論

Ⅰ、肢体不自由教育

論Ⅱ、病弱教育論 

    ③ 免許状に

定められる

こととなる

特別支援教

育領域以外

の領域に関

する科目 

５以上  ③ 視覚障害者の心

理・生理・病理、聴

覚障害者の心理・生

理・病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

   

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  ・視覚障害教育論、聴

覚障害教育論 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

  ・重複障害教育総論、

発達障害教育総論 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

   

    ④ 心身に障

害のある幼

児、児童又は

生徒につい

ての教育実

習 

３以上 計26 ④ 教育実習 
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 (１) 学士の学位を有すること 

 (２) 中学校教諭の普通免許状を取得する者は、「小学校及び中学校の教諭の普通免

許状に係る教育職員免許法の特例に関する法律（平成９年法律第90号）に基づく介

護等体験についての証明を受けていること。 

１―（オ） 平成25年度～平成29年度入学生に適用 

課程 免許状の種類 
免許教

科 

教職免許法施

行基準に定め

る科目区分 

教科に関

する科目

の最低修

得単位数 

大学において

修得すること

を必要とする

最低単位 

教職履修者修得科目 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 商業 ① 商業の関

係科目 

１以上  ① 経営学基礎、基礎

簿記、経営管理論、

マーケティング、財

務諸表 

経営・会計

コース 

      

    ② 職業指導 １以上 計20 ② 職業指導論 

経営学専

攻 

高等学

校 

一種免 情報 ① 情報社会

及び情報倫

理 

１以上  ① 産業情報論、情報

倫理 

情報経営

コース 

     

   ② コンピュ

ータ及び情

報処理（実習

を含む。） 

１以上  ② プログラミング 

    ③ 情報シス

テム（実習を

含む。） 

１以上  ③ データベース論、

情報システム構築 

    ④ 情報通信

ネットワー

ク（実習を含

む。） 

１以上  ④ 情報通信論、コン

ピュータネットワ

ーク論 

    ⑤ マルチメ

ディア表現

及び技術（実

習を含む。） 

１以上  ⑤ 情報メディア論、

画像処理、マルチメ

ディア実習 

    ⑥ 情報と職

業 

１以上 計20 ⑥ 情報と職業 

法学専攻 中学校 一種免 社会 ① 日本史及

び外国史 

１以上  ① 日本史、外国史 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 人文地理学、自然

地理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学、ミ

クロ経済学 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上 計20 ⑤ 哲学、倫理学 

 高等学

校 

一種免 公民 ① 「法律学

（国際法を

含む。）、政

治学（国際政

１以上  ① 法学、国際法、政

治理論、国際政治学 
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治を含む。）」 

    ② 「社会学、

経済学（国際

経済を含

む。）」 

１以上  ② 社会学、マクロ経

済学、ミクロ経済学 

    ③ 「哲学、倫

理学、宗教

学、心理学」 

１以上 計20 ③ 哲学、倫理学 

英語専攻 中学校 一種免 英語 ① 英語学 １以上  ① 英語学概論 

 高等学

校 

一種免 英語 ② 英米文学 １以上  ② 英米文学概論 

    ③ 英語コミ

ュニケーシ

ョン 

１以上  ③ Ｏｒａｌ Ｃｏ

ｍｍｕｎｉｃａｔ

ｉｏｎⅠ、Ｏｒａｌ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃ

ａｔｉｏｎⅡ、Ｐｒ

ｏｎｕｎｃｉａｔ

ｉｏｎ、Ｒｅａｄｉ

ｎｇⅠ、Ｒｅａｄｉ

ｎｇⅡ 

       Ｂａｓｉｃ Ｗｒ

ｉｔｉｎｇⅠ、Ｂａｓ

ｉｃ Ｗｒｉｔｉｎ

ｇⅡ、Ｌｉｓｔｅｎｉ

ｎｇ 

    ④ 異文化理

解 

１以上 計20 ④ Ｉｎｔｅｒｃｕ

ｌｔｕｒａｌ Ｓ

ｔｕｄｙ 

ロシア語

専攻 

中学校 一種免 ロシア

語 

① ロシア語

学 

１以上  ① ロシア語文法、ロ

シア語学研究Ａ又

はロシア語学研究

Ｂ 

       

 高等学

校 

一種免 ロシア

語 

② ロシア文

学 

１以上  ② ロシア事情Ｂ（文

学・文化）、ロシア

文学研究Ａ又はロ

シア文学研究Ｂ 

    ③ ロシア語

コミュニケ

ーション 

１以上  ③ ロシア語作文、ロ

シア語会話Ⅰ、ロシ

ア語会話Ⅱ、現代ロ

シア語表現研究Ａ

又は現代ロシア語

表現研究Ｂ 

    ④ 異文化理

解 

１以上 計20 ④ ロシア事情Ａ（地

域研究）、ロシア史

Ａ又はロシア史Ｂ、

ロシア外交論Ａ又

はロシア外交論Ｂ 

歴史文化

専攻 

中学校 一種免 社会 ① 日本史及

び外国史 

１以上  ① 日本史、外国史 



32/82 

    ② 地理学（地

誌を含む。） 

１以上  ② 人文地理学、自然

地理学、地誌学 

    ③ 「法律学、

政治学」 

１以上  ③ 法学 

    ④ 「社会学、

経済学」 

１以上  ④ マクロ経済学、ミ

クロ経済学 

    ⑤ 「哲学、倫

理学、宗教

学」 

１以上 計20 ⑤ 哲学、倫理学 

 高等学

校 

一種免 地理歴

史 

① 日本史 １以上  ① 日本史、日本北方

史 

    ② 外国史 １以上  ② 外国史 

    ③ 人文地理

学及び自然

地理学 

１以上  ③ 人文地理学、自然

地理学 

    ④ 地誌 １以上 計20 ④ 地誌学 

日本語・日

本文化専

攻 

中学校 一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史、日本

文学表現論、日本文

化論 

    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 

    ④ 書道（書写

を中心とす

る。） 

１以上 計20 ④ 書道 

 高等学

校 

一種免 国語 ① 国語学（音

声言語及び

文章表現に

関するもの

を含む。） 

１以上  ① 日本語概論、日本

語表現論 

    ② 国文学（国

文学史を含

む。） 

１以上  ② 日本文学史、日本

文学表現論、日本文

化論 

    ③ 漢文学 １以上  ③ 漢文学 

スポーツ

文化専攻 

中学校 一種免 保健体

育 

① 体育実技 １以上  ① 体操・器械体操、

陸上競技、水泳、武

道Ａ、武道Ｂ、ダン

ス、サッカー、バス

ケットボール、バレ

ーボール、テニス、

バドミントン、ソフ

トボール 

高等学

校 

一種免 保健体

育 

   

    ② 「体育原

理、体育心理

学、体育経営

管理学、体育

１以上  ② スポーツ哲学、ス

ポーツ心理学、スポ

ーツマネージメン

ト、スポーツ社会



33/82 

社会学、体育

史」及び運動

学（運動方法

学を含む。） 

学、運動学、スポー

ツ教育学 

    ③ 生理学（運

動生理学を

含む。） 

１以上  ③ 生理学、運動生理

学 

    ④ 衛生学及

び公衆衛生

学 

１以上  ④ 衛生学及び公衆

衛生学 

    ⑤ 学校保健

（小児保健、

精神保健、学

校安全及び

救急処置を

含む。） 

１以上 計20 ⑤ 学校保健、救急・

応急処置演習 

 特別支

援学校 

一種免 特別支

援教育

に関す

る科目 

① 特別支援

教育の基礎

理論に関す

る科目 

２以上  ① 特別支援教育総

論 

    ② 特別支援

教育領域に

関する科目 

・心身に障害

のある幼児、

児童又は生

徒の心理、生

理及び病理

に関する科

目 

16以上  ② 知的障害者の心

理・生理・病理、肢

体不自由者の心

理・生理・病理、病

弱者の心理・生理・

病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  知的障害教育論Ⅰ、

知的障害教育論Ⅱ、

肢体不自由教育論

Ⅰ、肢体不自由教育

論Ⅱ、病弱教育論 

    ③ 免許状に

定められる

こととなる

特別支援教

育以外の領

域に関する

科目 

５以上  ③ 視覚障害者の心

理・生理・病理、聴

覚障害者の心理・生

理・病理 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に
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関する科目 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指に関

する科目 

  視覚障害教育論、聴

覚障害教育論 

    ・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の心理、生理

及び病理に

関する科目 

・心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒

の教育課程

及び指導法

に関する科

目 

  重複障害教育総論、

発達障害教育総論 

    ④ 心身に障

害のある幼

児、児童又は

生徒につい

ての教育実

習 

３以上 計26 ④ 教育実習 

※基礎資格 (１) 学士の学位を有すること。 

(２) 中学校教諭の普通免許状を取得する者は、「小学校及び中学校の教諭の普通免

許状に係る教育職員免許法の特例に関する法律（平成９年法律第90号）に基づく介

護等体験についての証明を受けていること。 

別表第２ 履修資格 

１―（ア） 令和６年度以降入学生に適用 

(１) ２年次秋学期から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経営・会

計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
歴史文化

専攻 

日本語・日本

文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数

等 

(１)基盤教育科目

の外国語１言語

４単位、入門演習

と基礎演習の２

科目４単位、専門

科目のゼミナー

ルⅠ２単位を含

め、基盤教育科目

と専門科目から

48単位以上を修

得していること。 

同 同 同 同 同 同 

 (２)教職論２単位

を修得している
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こと。 

 (３)通算ＧＰＡが

2.3以上であるこ

と。 

      

備考 (１)基盤教育科目「日本国憲法」または法学専攻専門科目「憲法入門」のいずれか１科

目２単位を４年次までに修得すること。 

 (２)基盤教育科目「生涯スポーツＡ」、「生涯スポーツＢ」、「生涯スポーツＣ」、「生

涯スポーツＤ」、「生涯スポーツＥ」、「生涯スポーツＦ」のいずれか１単位及び「健

康論」２単位を４年次までに修得すること。 

 (３)基盤教育科目「情報リテラシー」２単位を４年次までに修得すること。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。 

(２) ３年次から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経営・会

計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
歴史文化

専攻 

日本語・日本

文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数

等 

(１)基盤教育科目

の外国語１言語

４単位、入門演習

と基礎演習の２

科目４単位、専門

科目のゼミナー

ルⅠとゼミナー

ルⅡの２科目４

単位を含め、基盤

教育科目と専門

科目から64単位

以上を修得して

いること。 

同 同 同 同 同 同 

 (２)教職論２単位

を修得している

こと。 

      

 (３)通算ＧＰＡが

2.3以上であるこ

と。 

      

備考 (１)基盤教育科目「日本国憲法」または法学専攻専門科目「憲法入門」のいずれか１科

目２単位を４年次までに修得すること。 

 (２)基盤教育科目「生涯スポーツＡ」、「生涯スポーツＢ」、「生涯スポーツＣ」、「生

涯スポーツＤ」、「生涯スポーツＥ」、「生涯スポーツＦ」のいずれか１単位及び「健

康論」２単位を４年次までに修得すること。 

 (３)基盤教育科目「情報リテラシー」２単位を４年次までに修得すること。 

 (４)上表(１)～(２)を満たしており、通算ＧＰＡが2.2以上2.3未満で、かつやむを得な

い理由がある場合には、教職委員会の議を経て履修を認めることがある。 

 (５)編入学生、転入学生については、上表に準じて取り扱う。ただし、入学年度の春学

期は、上表(１)の修得単位数は62単位以上を修得していることとし、上表(３)の通算

ＧＰＡは適用しない。 

 (６)再入学生については、上表に準じて取り扱う。ただし、入学年度の春学期は、上表(３)

の通算ＧＰＡは適用しない。 

１―（イ） 令和４年度～令和５年度入学生に適用 

(１) ２年次秋学期から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 
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専攻 
経営学専攻経営・会

計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
歴史文化

専攻 

日本語・日本

文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数 

(１)基盤教育科目

の外国語１言語

２単位、入門演習

と基礎演習の２

科目４単位、専門

科目のゼミナー

ルⅠ２単位を含

め、基盤教育科目

と専門科目から

48単位以上を修

得していること。 

同 同 同 同 同 同 

 (２)教職論２単位

を修得している

こと。 

      

備考 (１)基盤教育科目「日本国憲法」または法学専攻専門科目「憲法入門」のいずれか１科

目２単位を４年次までに修得すること。 

 (２)基盤教育科目「体育実技」１単位及び「健康論」２単位を４年次までに修得するこ

と。 

 (３)基盤教育科目「情報リテラシー」２単位を４年次までに修得すること。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。 

(２) ３年次から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経営・会

計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
歴史文化

専攻 

日本語・日本

文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数 

(１)基盤教育科目

の外国語１言語

２単位、入門演習

と基礎演習の２

科目４単位、専門

科目のゼミナー

ルⅠとゼミナー

ルⅡの２科目４

単位を含め、基盤

教育科目と専門

科目から64単位

以上を修得して

いること。 

同 同 同 同 同 同 

 (２)教職論２単位

を修得している

こと。 

      

備考 (１)基盤教育科目「日本国憲法」または法学専攻専門科目「憲法入門」のいずれか１科

目２単位を４年次までに修得すること。 

 (２)基盤教育科目「体育実技」１単位及び「健康論」２単位を４年次までに修得するこ

と。 

 (３)基盤教育科目「情報リテラシー」２単位を４年次までに修得すること。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。ただし、編入
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学生、転入学生は入学年度の春学期については、上表(１)の修得単位数は62単位以上

を修得していることとする。 

１―（ウ） 令和２年度～令和３年度入学生に適用 

(１) ２年次秋学期から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経

営・会計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
ロシア語

専攻 

歴史文化

専攻 

日本語・日

本文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数 

(１)基盤教育科

目の外国語１

言語２単位、入

門演習と基礎

演習の２科目

４単位、専門科

目のゼミナー

ルⅠ２単位を

含め、基盤教育

科目と専門科

目から48単位

以上を修得し

ていること。 

同 同 同 同 同 同 同 

 (２)教職論２単

位を修得して

いること。 

       

備考 (１)基盤教育科目「日本国憲法」または法学専攻専門科目「憲法入門」のいずれか１科目

２単位を４年次までに修得すること。 

 (２)基盤教育科目「体育実技」１単位及び「健康論」２単位を４年次までに修得すること。 

 (３)基盤教育科目「情報リテラシー」２単位を４年次までに修得すること。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。 

(２) ３年次から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経

営・会計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
ロシア語

専攻 

歴史文化

専攻 

日本語・日

本文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数 

(１)基盤教育科

目の外国語１

言語２単位、入

門演習と基礎

演習の２科目

４単位、専門科

目のゼミナー

ルⅠとゼミナ

ールⅡの２科

目４単位を含

め、基盤教育科

目と専門科目

から64単位以

上を修得して

いること。 

同 同 同 同 同 同 同 

 (２)教職論２単

位を修得して

       



38/82 

いること。 

備考 (１)基盤教育科目「日本国憲法」または法学専攻専門科目「憲法入門」のいずれか１科目

２単位を４年次までに修得すること。 

 (２)基盤教育科目「体育実技」１単位及び「健康論」２単位を４年次までに修得すること。 

 (３)基盤教育科目「情報リテラシー」２単位を４年次までに修得すること。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。ただし、編入学

生、転入学生は入学年度の春学期については、上表(１)の修得単位数は62単位以上を修

得していることとする。 

１―（エ） 平成31年度入学生に適用 

(１) ２年次秋学期から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経営・

会計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
ロシア語

専攻 

歴史文化

専攻 

日本語・

日本文化

専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数 

(１)基盤教育科目

の外国語１言語

２単位、入門演

習と基礎演習の

２科目４単位、

専門科目のゼミ

ナールⅠ２単位

を含め、基盤教

育科目と専門科

目から48単位以

上を修得してい

ること。 

同 同 同 同 同 同 同 

 (２)教職論２単位

を修得している

こと。 

       

備考 (１)基盤教育科目の「日本国憲法」または「憲法入門」のいずれか１科目２単位を４年次

までに修得すること。 

 (２)基盤教育科目の「体育実技」１単位及び「健康論」２単位を４年次までに修得するこ

と。 

 (３)基盤教育科目の「情報リテラシー」２単位を４年次までに修得すること。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。 

(２) ３年次から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経

営・会計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
ロシア語

専攻 

歴史文化

専攻 

日本語・日

本文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数 

(１)基盤教育科

目の外国語１

言語２単位、入

門演習と基礎

演習の２科目

４単位、専門科

目のゼミナー

ルⅠとゼミナ

ールⅡの２科

目４単位を含

め、基盤教育科

同 同 同 同 同 同 同 
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目と専門科目

から64単位以

上を修得して

いること。 

 (２)教職論２単

位を修得して

いること。 

       

備考 (１)基盤教育科目の「日本国憲法」または「憲法入門」のいずれか１科目２単位を４年次

までに修得すること。 

 (２)基盤教育科目の「体育実技」１単位及び「健康論」２単位を４年次までに修得するこ

と。 

 (３)基盤教育科目の「情報リテラシー」２単位を４年次までに修得すること。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。ただし、編入学

生、転入学生は入学年度の春学期については、上表(１)の修得単位数は62単位以上を修

得していることとする。 

１―（オ） 平成25年度～平成30年度入学生に適用 

(１) ２年次秋学期から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経

営・会計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
ロシア語

専攻 

歴史文化

専攻 

日本語・日

本文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 

修得科

目及び

単位数 

基盤教育科目と

専門科目から48

単位以上を修得

していること。た

だし、以下の科目

を含まなければ

ならない。 

同 同 同 同 同 同 同 

 ①入門演習、基礎

演習、ゼミナー

ルⅠの３科目

６単位 

       

 ②基盤教育科目

の外国語１言

語２単位 

       

 ③情報リテラシ

ーⅠまたは情

報リテラシー

Ⅱのいずれか

１科目２単位 

       

備考 (１)教職論を履修していること。 

 (２)基盤教育科目の「日本国憲法」または「憲法入門」のいずれか１科目２単位を４年次

までに修得すること。 

 (３)基盤教育科目の「体育実技」１単位及び「健康論」２単位を４年次までに修得するこ

と。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。 

(２) ３年次から教職課程を履修するためには、次のとおり修得していなければならない。 

専攻 
経営学専攻経

営・会計コース 

経営学専

攻情報経

営コース 

法学専攻 英語専攻 
ロシア語

専攻 

歴史文化

専攻 

日本語・日

本文化専攻 

スポーツ

文化専攻 
履修資

格 
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修得科

目及び

単位数 

基盤教育科目と

専門科目から64

単位以上を修得

していること。た

だし、以下の科目

を含まなければ

ならない。 

同 同 同 同 同 同 同 

 ①入門演習、基礎

演習、ゼミナー

ルⅠ、ゼミナー

ルⅡの４科目

８単位 

       

 ②基盤教育科目

の外国語１言

語２単位 

       

 ③情報リテラシ

ーⅠまたは情

報リテラシー

Ⅱのいずれか

１科目２単位 

       

備考 (１)教職論を履修していること。 

 (２)基盤教育科目の「日本国憲法」または「憲法入門」のいずれか１科目２単位を４年次

までに修得すること。 

 (３)基盤教育科目の「体育実技」１単位及び「健康論」２単位を４年次までに修得するこ

と。 

 (４)編入学生、転入学生、再入学生については、上表に準じて取り扱う。ただし、編入学

生、転入学生は入学年度の春学期については、上表(１)の修得単位数は62単位以上を修

得していることとする。 

別表第３ 教科及び教科の指導法に関する科目 

(１) 経営学専攻経営・会計コース 

① 高一種免 商業 

ア 令和６年度以降入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

商業の関係科

目 

１以上 ※ 経営学基礎 ２ １ 

 ※ 基礎簿記 ４ １ 

   組織と戦略 ２ １ 

  ※ 経営管理論 ４ ２ 

   現代企業論 ２ ２ 

   企業社会論 ２ ２ 

  ※ マーケティング概論 ２ ２ 

  ※ マーケティング戦略 ２ ２ 

   日本経営史 ２ ２ 

   外国経営史 ２ ２ 
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   組織と個人 ２ ２ 

   国際ビジネス論 ２ ２ 

   アジア経営論 ２ ２ 

   生産管理論 ２ ２ 

   市場調査論 ２ ２ 

   中小企業総論 ２ ３～４ 

   中小企業各論 ２ ３～４ 

   品質管理論 ２ ３～４ 

  ※ 財務会計 ２ ２ 

   財務諸表論 ２ ２ 

   業績管理会計 ２ ２ 

   意思決定会計 ２ ２ 

   原価計算基礎 ２ ２ 

   原価計算応用 ２ ２ 

   会計情報論 ２ ２ 

   商業簿記 ２ ２ 

   工業簿記 ２ ２ 

   会計監査 ２ ３～４ 

   税務会計 ２ ３～４ 

   簿記演習 ４ ３～４ 

職業指導 １以上 ※ 職業指導論 ４ ２ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 商業科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 商業科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の経営学専攻経営・会計コースで開設している授業科目は、免許状取得

に必要な修得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成31年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

商業の関係科

目 

１以上 ※ 経営学基礎 ２ １ 

 ※ 基礎簿記 ４ １ 

  ※ 経営管理論 ４ ２ 

   現代企業論 ２ ２ 

   企業社会論 ２ ２ 

  ※ マーケティング概論 ２ ２ 

  ※ マーケティング戦略 ２ ２ 

   経営史 ４ ２ 

   組織と個人 ２ ２ 
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   組織と戦略 ２ ２ 

   国際ビジネス論 ２ ２ 

   アジア経営論 ２ ２ 

   生産管理論 ２ ２ 

   市場調査論 ２ ２ 

   中小企業総論 ２ ３～４ 

   中小企業各論 ２ ３～４ 

   品質管理論 ２ ３～４ 

  ※ 財務会計 ２ ２ 

   財務諸表論 ２ ２ 

   業績管理会計 ２ ２ 

   意思決定会計 ２ ２ 

   原価計算基礎 ２ ２ 

   原価計算応用 ２ ２ 

   会計情報論 ２ ２ 

   商業簿記Ⅰ ２ ２ 

   商業簿記Ⅱ ２ ２ 

   工業簿記 ２ ２ 

   会計監査 ２ ３～４ 

   税務会計 ２ ３～４ 

   簿記演習 ４ ３～４ 

職業指導 １以上 ※ 職業指導論 ４ ２ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 商業科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 商業科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の経営学専攻経営・会計コースで開設している授業科目は、免許状取得

に必要な修得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(１) 経営学専攻情報経営コース 

① 高一種免 情報 

ア 令和６年度以降入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分等 

授業科目 単位 開設年次 
科目区分 

各科目に含めるこ

とが必要な事項 
単位数 

教科に関

する専門

的事項 

情報社会（職業に

関する内容を含

む。）・情報倫理 

１以上 ※ 産業情報総論 ２ ２ 

 ※ 産業情報各論 ２ ２ 

 ※ 情報倫理 ２ ２ 

 ※ 情報と職業 ４ ２ 

  情報セキュリティ ２ ３～４ 

コンピュータ・情

報処理 

１以上  情報処理基礎 ２ １ 

  情報処理応用 ２ ２ 

 ※ プログラミング ４ ２ 
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  情報リテラシー ２ １ 

情報システム １以上 ※ データベース論 ２ ２ 

 ※ 情報システム構築 ２ ２ 

  情報システム実習 １ ３～４ 

情報通信ネットワ

ーク 

１以上 ※ 情報通信論 ２ ２ 

 ※ コンピュータ・ネットワーク

論 

２ ２ 

  コンピュータ・ネットワーク

実習 

１ ３～４ 

  インターネット概論 ２ ２ 

マルチメディア表

現・マルチメディ

ア技術 

１以上 ※ 情報メディア論 ２ ２ 

 ※ 画像処理 ２ ２ 

 ※ マルチメディア実習 １ ３～４ 

  Ｗｅｂデザイン ２ ３～４ 

各教科の指導法（情報通信技

術の活用を含む。） 

４以上 ※ 情報科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 情報科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項

の各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１

単位以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含

む。）」に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の経営学専攻情報経営コースで開設している授業科目は、免許状取得に必

要な修得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成31年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

情報社会・情報

倫理 

 

 

 

１以上 ※ 産業情報総論 ２ ２ 

 ※ 産業情報各論 ２ ２ 

 ※ 情報倫理基礎 ２ ２ 

 ※ 情報倫理応用 ２ ２ 

  情報セキュリティ ２ ３～４ 

コンピュー

タ・情報処理

（実習を含

む。） 

１以上  情報処理基礎 ２ １ 

  情報処理応用 ２ ２ 

 ※ プログラミング ４ ２ 

  情報リテラシー ２ １ 

情報システム

（実習を含

む。） 

１以上 ※ データベース論 ２ ２ 

 ※ 情報システム構築 ２ ２ 

  情報システム実習 １ ３～４ 

   Ｗｅｂコンピューティング ２ ３～４ 

情報通信ネッ

トワーク（実習

を含む。） 

１以上 ※ 情報通信論 ２ ２ 

 ※ コンピュータ・ネットワーク論 ２ ２ 

  コンピュータ・ネットワーク実

習 

１ ３～４ 
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   インターネット概論 ２ ２ 

マルチメディ

ア表現・マルチ

メディア技術

（実習を含

む。） 

１以上 ※ 情報メディア論 ２ ２ 

 ※ 画像処理 ２ ２ 

 ※ マルチメディア実習 １ ３～４ 

情報と職業 １以上 ※ 情報と職業 ４ ２ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 情報科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 情報科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の経営学専攻情報経営コースで開設している授業科目は、免許状取得に

必要な修得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(２) 法学専攻 

① 中一種免 社会 

ア 令和６年度以降入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて28単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

日本史・外国史 １以上 ※ 外国史（東洋史）Ａ ２ ２～４ 

 ※ 外国史（東洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅱ ２ ２～４ 

地理学（地誌を

含む。） 

１以上 ※ 自然地理学Ⅰ ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅱ ２ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

 ※ 憲法Ⅰ（統治） ２ １ 

  ※ 憲法Ⅱ（人権） ４ ２ 

   行政法 ４ ２ 

   刑法 ４ ２ 

  ※ 民法Ⅰ（総則） ２ １ 

  ※ 民法Ⅲ（債権法） ４ ２ 

  ※ 国際法 ２ ３～４ 

  ※ 政治学 ４ ２ 

   地方自治論 ４ ２ 

「社会学、経済

学」 

１以上  社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学Ⅰ ２ ２ 
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  ※ ミクロ経済学Ⅰ ２ ２ 

「哲学、倫理

学、宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

８以上 ※ 社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は８単位以上計28単位以上 

備考 １ 上記以外の法学専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数

に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成31年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて28単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

日本史・外国史 １以上 ※ 外国史（東洋史）Ａ ２ ２～４ 

 ※ 外国史（東洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅱ ２ ２～４ 

地理学（地誌を

含む。） 

１以上 ※ 自然地理学Ⅰ ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅱ ２ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

 ※ 憲法Ⅰ（統治） ２ １ 

  ※ 憲法Ⅱ（人権） ４ ２ 

   行政法 ４ ２ 

   刑法 ４ ２ 

  ※ 民法Ⅰ（総則） ２ １ 

  ※ 民法Ⅲ（債権法） ４ ２ 

  ※ 国際法 ２ ３～４ 

  ※ 政治理論 ４ ２ 

   現代日本政治論 ２ １ 

   地方政治論 ２ １ 

   地方自治論 ４ ２ 

「社会学、経済

学」 

１以上  社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学（基礎理論） ２ ２ 

  ※ ミクロ経済学（基礎理論） ２ ２ 
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「哲学、倫理

学、宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

  社会思想史 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

８以上 ※ 社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

   ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は８単位以上計28単位以上 

備考 １ 上記以外の法学専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数

に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

② 高一種免 公民 

ア 令和６年度以降入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

「法律学（国際

法を含む。）、

政治学（国際政

治を含む。）」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

 ※ 憲法Ⅰ（統治） ２ １ 

 ※ 憲法Ⅱ（人権） ４ ２ 

  行政法 ４ ２ 

  刑法 ４ ２ 

 ※ 民法Ⅰ（総則） ２ １ 

 ※ 民法Ⅲ（債権法） ４ ２ 

 ※ 国際法 ２ ３～４ 

 ※ 政治学 ４ ２ 

  地方自治論 ４ ２ 

「社会学、経済

学（国際経済を

含む。）」 

１以上 ※ 社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学Ⅰ ２ ２ 

 ※ ミクロ経済学Ⅰ ２ ２ 

「哲学、倫理

学、宗教学、心

理学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の法学専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数

に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 
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イ 平成31年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

「法律学（国際

法を含む。）、

政治学（国際政

治を含む。）」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

 ※ 憲法Ⅰ（統治） ２ １ 

 ※ 憲法Ⅱ（人権） ４ ２ 

  行政法 ４ ２ 

  刑法 ４ ２ 

 ※ 民法Ⅰ（総則） ２ １ 

 ※ 民法Ⅲ（債権法） ４ ２ 

 ※ 国際法 ２ ３～４ 

 ※ 政治理論 ４ ２ 

  現代日本政治論 ２ １ 

  地方政治論 ２ １ 

  地方自治論 ４ ２ 

「社会学、経済

学（国際経済を

含む。）」 

１以上 ※ 社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学（基礎理論） ２ ２ 

 ※ ミクロ経済学（基礎理論） ２ ２ 

「哲学、倫理

学、宗教学、心

理学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

  社会思想史 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の法学専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数

に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(３) 英語専攻 

① 中一種免 外国語（英語）、高一種免 外国語（英語） 

ア 令和６年度以降入学生に適用 

下表の中から、中一種免許については※印と△印科目を含めて28単位以上、高一種免許に

ついては※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

英語学 １以上 ※ 英語学概論 ２ ２～４ 

   英語学研究Ａ ２ ３～４ 

   英語学研究Ｂ ２ ３～４ 
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   英語学研究Ｃ ２ ３～４ 

英語文学 １以上 ※ 英語文学概論 ２ ２～４ 

   英語文学研究Ａ ２ ３～４ 

   英語文学研究Ｂ ２ ３～４ 

英語コミュニ

ケーション 

１以上 ※ Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ ⅠＡ 

４ １ 

 ※ Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ ⅡＡ 

４ １ 

 ※ Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ Ⅲ 

４ ２ 

  ※ Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ Ⅳ 

４ ２ 

  ※ Ｐｒｏｎｕｎｃｉａｔｉｏｎ ２ １ 

  ※ ＲｅａｄｉｎｇⅢ ２ ２ 

  ※ Ｒｅａｄｉｎｇ Ⅳ ２ ２ 

  ※ Ｗｒｉｔｉｎｇ Ⅰ ２ ２ 

  ※ Ｗｒｉｔｉｎｇ Ⅱ ２ ２ 

   Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ ⅠＢ 

４ １ 

   Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ ⅡＢ 

４ １ 

   Ｒｅａｄｉｎｇ Ⅰ ２ １ 

   Ｒｅａｄｉｎｇ Ⅱ ２ １ 

   Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｒｅａｄｉ

ｎｇＡ 

２ ３～４ 

   Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｒｅａｄｉ

ｎｇＢ 

２ ３～４ 

   Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｗｒｉｔｉ

ｎｇ 

２ ３～４ 

   Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｐｒｅｓｅｎ

ｔａｔｉｏｎ 

２ ３～４ 

異文化理解 １以上 ※ Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ 

Ｓｔｕｄｉｅｓ 

２ ２～４ 

   Ｒｅｇｉｏｎａｌ Ｓｔｕｄｉ

ｅｓＡ 

２ ３～４ 

   Ｒｅｇｉｏｎａｌ Ｓｔｕｄｉ

ｅｓＢ 

２ ３～４ 

   異文化コミュニケーション演習

Ａ 

２ ３～４ 

   異文化コミュニケーション演習

Ｂ 

２ ３～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

中一種免

８以上 

※ 英語科指導法Ⅰ ２ ３ 

※ 英語科指導法Ⅱ ２ ３ 

  高一種免

４以上 

△ 英語科指導法Ⅲ ２ ３ 

  △ 英語科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項

の各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単
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位以上 

「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」に関

する科目は中一種免８単位以上、高一種免４単位以上 

中一種免計28単位以上、高一種免計24単位以上 

備考 １ 上記以外の英語専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数

に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

 ３ △印科目は、中一種免必修科目 

イ 平成31年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、中一種免許については※印と△印科目を含めて28単位以上、高一種免許に

ついては※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

英語学 １以上 ※ 英語学概論 ２ ２～４ 

   英語学研究Ａ ２ ３～４ 

   英語学研究Ｂ ２ ３～４ 

   英語学研究Ｃ ２ ３～４ 

   英語学研究Ｄ ２ ３～４ 

   英語教育 ２ ３～４ 

   日英対照言語研究 ２ ３～４ 

英語文学 １以上 ※ 英語文学概論 ２ ２～４ 

   英語文学研究Ａ ２ ３～４ 

   英語文学研究Ｂ ２ ３～４ 

   英語文学研究Ｃ ２ ３～４ 

   英語文学研究Ｄ ２ ３～４ 

英語コミュニ

ケーション 

１以上 ※ Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ Ⅰ 

４ １ 

 ※ Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ Ⅱ 

４ １ 

 ※ Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ Ⅲ 

４ ２ 

  ※ Ｐｒａｃｔｉｃａｌ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ Ⅳ 

４ ２ 

  ※ Ｐｒｏｎｕｎｃｉａｔｉｏｎ ２ １ 

  ※ Ｒｅａｄｉｎｇ Ⅰ ２ ２ 

  ※ Ｒｅａｄｉｎｇ Ⅱ ２ ２ 

  ※ Ｗｒｉｔｉｎｇ Ⅰ ４ ２ 

  ※ Ｗｒｉｔｉｎｇ Ⅱ ４ ２ 

   Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｒｅａｄｉ

ｎｇ 

２ ３～４ 

   Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｗｒｉｔｉ

ｎｇ 

２ ３～４ 

   Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｐｒｅｓｅｎ

ｔａｔｉｏｎ 

２ ３～４ 
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異文化理解 １以上 ※ Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ 

Ｓｔｕｄｙ 

２ ２～４ 

   Ｒｅｇｉｏｎａｌ Ｓｔｕｄｉ

ｅｓＡ 

２ ３～４ 

   Ｒｅｇｉｏｎａｌ Ｓｔｕｄｉ

ｅｓＢ 

２ ３～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

中一種免

８以上 

※ 英語科指導法Ⅰ ２ ３ 

※ 英語科指導法Ⅱ ２ ３ 

  高一種免

４以上 

△ 英語科指導法Ⅲ ２ ３ 

  △ 英語科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項

の各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単

位以上 

   「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」に関

する科目は中一種免８単位以上、高一種免４単位以上 

   中一種免計28単位以上、高一種免計24単位以上 

備考 １ 上記以外の英語専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数

に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

 ３ △印科目は、中一種免必修科目 

(４) ロシア語専攻 

① 中一種免 外国語（ロシア語）、高一種免 外国語（ロシア語） 

ア 平成31年度～令和３年度入学生に適用 

下表の中から、中一種免許については※印と△印科目を含めて28単位以上、高一種免許に

ついては※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

ロシア語学 １以上 ※ ロシア語文法 ４ ２ 

  ※ ロシア語演習Ⅰ ２ ２ 

  ※ ロシア語演習Ⅱ ２ ２ 

   ロシア語発展演習Ａ ２ ２ 

   ロシア語発展演習Ｂ ２ ２ 

   ロシア語学研究 ４ ２～４ 

ロシア文学 １以上 ※ ロシア事情Ｂ（文学・文化） ４ １ 

  ※ ロシア文学研究 ４ ２～４ 

   ロシア文学講読 ４ ２～４ 

ロシア語コミ

ュニケーショ

ン 

１以上 ※ ロシア語作文 ４ ２ 

 ※ ロシア語会話Ⅰ ２ ２ 

 ※ ロシア語会話Ⅱ ２ ２ 

   現代ロシア語表現研究 ４ ２～４ 

   ロシア語作文研究 ４ ２～４ 

異文化理解 １以上 ※ ロシア事情Ａ（地域研究） ４ １ 

   ロシア史Ａ ２ ２～４ 

   ロシア史Ｂ ２ ２～４ 
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   ロシア外交論Ａ ２ ２～４ 

   ロシア外交論Ｂ ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

中一種免

８以上 

※ ロシア語科指導法Ⅰ ２ ３ 

※ ロシア語科指導法Ⅱ ２ ３ 

  高一種免

４以上 

△ ロシア語科指導法Ⅲ ２ ３ 

  △ ロシア語科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項

の各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単

位以上 

   「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」に関

する科目は中一種免８単位以上、高一種免４単位以上 

   中一種免計28単位以上、高一種免計24単位以上 

備考 １ 上記以外のロシア語専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

 ３ △印科目は、中一種免必修科目 

(５) 歴史文化専攻 

① 中一種免 社会 

ア 令和６年度以降入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて28単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

日本史・外国史 １以上 ※ 外国史（東洋史）Ａ ２ ２～４ 

 ※ 外国史（東洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅱ ２ ２～４ 

   考古学特講Ⅰ ２ １ 

   考古学特講Ⅱ ２ １ 

   アイヌの歴史 ２ １ 

   北海道近現代史 ２ ３～４ 

地理学（地誌を

含む。） 

１以上 ※ 自然地理学Ⅰ ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅱ ２ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  国際法 ２ ３～４ 

   政治学 ４ ２ 

「社会学、経済

学」 

１以上 ※ マクロ経済学Ⅰ ２ ２ 

 ※ ミクロ経済学Ⅰ ２ ２ 

   社会学 ２ ２～４ 

「哲学、倫理

学、宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 
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各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

８以上 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

 ※ 社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

   ※ 社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は８単位以上計28単位以上 

備考 １ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 令和２年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて28単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

日本史・外国史 １以上 ※ 外国史（東洋史）Ａ ２ ２～４ 

 ※ 外国史（東洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅱ ２ ２～４ 

   考古学特講Ⅰ ２ ２～４ 

   考古学特講Ⅱ ２ ２～４ 

   アイヌの歴史 ２ ２～４ 

地理学（地誌を

含む。） 

１以上 ※ 自然地理学Ⅰ ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅱ ２ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  国際法 ２ ３～４ 

   政治理論 ４ ２ 

「社会学、経済

学」 

１以上  社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学（基礎理論） ２ ２ 

  ※ ミクロ経済学（基礎理論） ２ ２ 

「哲学、倫理

学、宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

  社会思想史 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

８以上 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

 ※ 社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

   ※ 社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位
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以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は８単位以上計28単位以上 

備考 １ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

ウ 平成31年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて28単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

日本史・外国史 １以上 ※ 外国史（東洋史）Ａ ２ ２～４ 

 ※ 外国史（東洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅱ ２ ２～４ 

   考古学特講Ⅰ ２ ３～４ 

   考古学特講Ⅱ ２ ３～４ 

   アイヌの歴史 ２ ３～４ 

地理学（地誌を

含む。） 

１以上 ※ 自然地理学Ⅰ ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅱ ２ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  国際法 ２ ３～４ 

   政治理論 ４ ２ 

「社会学、経済

学」 

１以上  社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学（基礎理論） ２ ２ 

  ※ ミクロ経済学（基礎理論） ２ ２ 

「哲学、倫理

学、宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

  社会思想史 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

８以上 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

 ※ 社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

   ※ 社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は８単位以上計28単位以上 

備考 １ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

② 高一種免 地理歴史 

ア 令和６年度以降入学生に適用 
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下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

日本史 １以上 ※ 日本史概論Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅱ ２ ２～４ 

   日本史特論 ２ ２～４ 

  ※ 日本北方史 ２ ３～４ 

   考古学研究Ⅰ ２ ２～４ 

   考古学特講Ⅰ ２ １ 

   考古学特講Ⅱ ２ １ 

   アイヌの歴史 ２ １ 

   日本文学史 ２ ２～４ 

   北海道近現代史 ２ ３～４ 

外国史 １以上 ※ 外国史（東洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（東洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ｂ ２ ２～４ 

   中国史Ａ ２ ３～４ 

   中国史Ｂ ２ ３～４ 

   ロシア史Ａ ２ ３～４ 

   ロシア史Ｂ ２ ３～４ 

人文地理学・自

然地理学 

１以上 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅰ ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅱ ２ ２～４ 

地誌 １以上 ※ 地誌学 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 令和２年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

日本史 １以上 ※ 日本史概論Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅱ ２ ２～４ 

   日本史特講 ２ ２～４ 
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  ※ 日本北方史 ２ ３～４ 

   考古学研究Ⅰ ２ ２～４ 

   考古学特講Ⅰ ２ ２～４ 

   考古学特講Ⅱ ２ ２～４ 

   日本文学史Ａ ２ ２～４ 

   日本文学史Ｂ ２ ２～４ 

   アイヌの歴史 ２ ２～４ 

外国史 １以上 ※ 外国史（東洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（東洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ｂ ２ ２～４ 

   中国史Ａ ２ ３～４ 

   中国史Ｂ ２ ３～４ 

人文地理学・自

然地理学 

１以上 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅰ ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅱ ２ ２～４ 

地誌 １以上 ※ 地誌学 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

ウ 平成31年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

日本史 １以上 ※ 日本史概論Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本史概論Ⅱ ２ ２～４ 

   日本史特講Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ 日本北方史 ２ ３～４ 

   考古学研究Ⅰ ２ ２～４ 

   考古学特講Ⅰ ２ ３～４ 

   考古学特講Ⅱ ２ ３～４ 

   日本文学史Ａ ２ ２～４ 

   日本文学史Ｂ ２ ２～４ 

   アイヌの歴史 ２ ３～４ 

外国史 １以上 ※ 外国史（東洋史）Ａ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（東洋史）Ｂ ２ ２～４ 

  ※ 外国史（西洋史）Ａ ２ ２～４ 
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  ※ 外国史（西洋史）Ｂ ２ ２～４ 

   中国史Ａ ２ ３～４ 

   中国史Ｂ ２ ３～４ 

人文地理学・自

然地理学 

１以上 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅰ ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学Ⅱ ２ ２～４ 

地誌 １以上 ※ 地誌学 ２ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(６) 日本語・日本文化専攻 

① 中一種免 国語 

ア 令和６年度以降入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて28単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

国語学（音声言

語及び文章表

現に関するも

のを含む。） 

１以上 ※ 日本語概論 ２ ２～４ 

 ※ 日本語表現論 ２ ２～４ 

  言語学Ⅰ ２ ３～４ 

  言語学Ⅱ ２ ３～４ 

  日本語学入門 ２ １ 

   日本語学応用 ２ ３～４ 

   社会言語学概論 ２ ２～４ 

   日本語学特講 ２ ３～４ 

   日本語文法論Ⅰ ２ ２～４ 

   日本語文法論Ⅱ ２ ２～４ 

国文学（国文学

史を含む。） 

１以上 ※ 日本文学史 ２ ２～４ 

 ※ 日本文学概論 ２ ２～４ 

  文学と現代社会 ２ ２～４ 

   日本文学特講Ａ ２ ３～４ 

   日本文学特講Ｂ ２ ３～４ 

漢文学 １以上 ※ 漢文学 ４ ２～４ 

書道（書写を中

心とする。） 

１以上 ※ 書道 ４ ２～４ 

各教科の指導

法（情報通信技

術の活用を含

８以上 ※ 国語科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 国語科指導法Ⅱ ２ ３ 

 ※ 国語科指導法Ⅲ ２ ３ 
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む。）  ※ 国語科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は８単位以上計28単位以上 

備考 

 

１ 上記以外の日本語・日本文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要

な修得単位数に算入されない 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成31年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて28単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

国語学（音声言

語及び文章表

現に関するも

のを含む。） 

１以上  言語学概論Ⅰ ２ ２～４ 

  言語学概論Ⅱ ２ ２～４ 

  日本語学入門 ２ １～４ 

 ※ 日本語概論 ４ ２～４ 

 ※ 日本語表現論 ４ ２～４ 

   日本語学応用Ａ ２ ３～４ 

   日本語学応用Ｂ ２ ３～４ 

国文学（国文学

史を含む。） 

１以上 ※ 日本文学史Ａ ２ ２～４ 

 ※ 日本文学史Ｂ ２ ２～４ 

 ※ 日本文学概論Ａ ２ ２～４ 

  ※ 日本文学概論Ｂ ２ ２～４ 

   文学と現代社会Ａ ２ ２～４ 

   文学と現代社会Ｂ ２ ２～４ 

   日本文学特講Ａ ４ ３～４ 

   日本文学特講Ｂ ４ ３～４ 

   日本文化概論 ２ ２～４ 

漢文学 １以上 ※ 漢文学 ４ ２～４ 

書道（書写を中

心とする。） 

１以上 ※ 書道 ４ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

８以上 ※ 国語科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 国語科指導法Ⅱ ２ ３ 

 ※ 国語科指導法Ⅲ ２ ３ 

   ※ 国語科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は８単位以上計28単位以上 

備考 １ 上記以外の日本語・日本文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要

な修得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

② 高一種免 国語 

ア 令和６年度以降入学生に適用 
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下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

国語学（音声言

語及び文章表

現に関するも

のを含む。） 

１以上 ※ 日本語概論 ２ ２～４ 

 ※ 日本語表現論 ２ ２～４ 

  言語学Ⅰ ２ ３～４ 

  言語学Ⅱ ２ ３～４ 

  日本語学入門 ２ １ 

   日本語学応用 ２ ３～４ 

   社会言語学概論 ２ ２～４ 

   日本語学特講 ２ ３～４ 

   日本語文法論Ⅰ ２ ２～４ 

   日本語文法論Ⅱ ２ ２～４ 

国文学（国文学

史を含む。） 

１以上 ※ 日本文学史 ２ ２～４ 

 ※ 日本文学概論 ２ ２～４ 

  文学と現代社会 ２ ２～４ 

   日本文学特講Ａ ２ ３～４ 

   日本文学特講Ｂ ２ ３～４ 

漢文学 １以上 ※ 漢文学 ４ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 国語科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 国語科指導法Ⅱ ２ ３ 

  国語科指導法Ⅲ ２ ３ 

    国語科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の日本語・日本文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要

な修得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成31年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

国語学（音声言

語及び文章表

現に関するも

のを含む。） 

１以上  言語学概論Ⅰ ２ ２～４ 

  言語学概論Ⅱ ２ ２～４ 

  日本語学入門 ２ １～４ 

 ※ 日本語概論 ４ ２～４ 

 ※ 日本語表現論 ４ ２～４ 

   日本語学応用Ａ ２ ３～４ 

   日本語学応用Ｂ ２ ３～４ 
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国文学（国文学

史を含む。） 

１以上 ※ 日本文学史Ａ ２ ２～４ 

 ※ 日本文学史Ｂ ２ ２～４ 

 ※ 日本文学概論Ａ ２ ２～４ 

  ※ 日本文学概論Ｂ ２ ２～４ 

   文学と現代社会Ａ ２ ２～４ 

   文学と現代社会Ｂ ２ ２～４ 

   日本文学特講Ａ ４ ３～４ 

   日本文学特講Ｂ ４ ３～４ 

   日本文化概論 ２ ２～４ 

漢文学 １以上 ※ 漢文学 ４ ２～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

４以上 ※ 国語科指導法Ⅰ ２ ３ 

 ※ 国語科指導法Ⅱ ２ ３ 

  国語科指導法Ⅲ ２ ３ 

    国語科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項の

各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単位

以上、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」

に関する科目は４単位以上計24単位以上 

備考 １ 上記以外の日本語・日本文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要

な修得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(７) スポーツ文化専攻 

① 中一種免 保健体育、高一種免 保健体育 

ア 令和６年度以降入学生に適用 

下表の中から、中一種免許については※印と△印科目を含めて28単位以上、高一種免許に

ついては※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

体育実技 １以上 ※ 体操・器械体操 １ ３～４ 

  ※ 陸上競技 １ ３～４ 

  ※ 水泳 １ ３～４ 

  ※ 武道Ａ １ ３～４ 

  ※ 武道Ｂ １ ３～４ 

  ※ ダンス １ ３～４ 

  ※ ゴール型球技Ａ １ ３～４ 

  ※ ゴール型球技Ｂ １ ３～４ 

  ※ ネット型球技Ａ １ ３～４ 

  ※ ネット型球技Ｂ １ ３～４ 

  ※ 野球型球技 １ ３～４ 

「体育原理、体

育心理学、体育

経営管理学、体

育社会学、体育

１以上 ※ スポーツ哲学 ２ ２～４ 

 ※ スポーツ心理学 ２ ２～４ 

 ※ スポーツマネジメント ２ ２～４ 

 ※ スポーツ社会学 ２ ２～４ 
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史」・運動学（運

動方法学を含

む。） 

 ※ 運動学（バイオメカニクス） ２ ２～４ 

 ※ スポーツ教育学 ４ ２～４ 

  スポーツ史 ４ ２～４ 

  日本武芸文化論 ４ ２～４ 

  トレーニング・評価 ２ ２～４ 

   野外教育論 ４ ２～４ 

   スポーツ・レクリエーション演

習 

２ ３～４ 

生理学（運動生

理学を含む。） 

１以上 ※ 生理学（運動生理学を含む） ４ ２～４ 

衛生学・公衆衛

生学 

１以上 ※ 衛生学及び公衆衛生学 ２ ３～４ 

学校保健（小児

保健、精神保

健、学校安全及

び救急処置を

含む。） 

１以上 ※ 救急・応急処置演習 ２ ２～４ 

 ※ 学校保健 ２ ３～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

中一種免

８以上 

※ 保健体育科指導法Ⅰ ２ ３ 

※ 保健体育科指導法Ⅱ ２ ３ 

  高一種免

４以上 

△ 保健体育科指導法Ⅲ ２ ３ 

  △ 保健体育科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項

の各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単

位以上 

   「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」に関

する科目は中一種免８単位以上、高一種免４単位以上 

   中一種免計28単位以上、高一種免計24単位以上 

備考 １ 上記以外のスポーツ文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修

得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

 ３ △印科目は、中一種免必修科目 

イ 平成31年度～令和５年度入学生に適用 

下表の中から、中一種免許については※印と△印科目を含めて28単位以上、高一種免許に

ついては※印科目を含めて24単位以上を修得すること。 

免許法施行規則に定める科目区分

等 

授業科目 単位 開設年次 

科目区分 

各科目に含め

ることが必要

な事項 

単位数 

教科に関

する専門

的事項 

体育実技 １以上 ※ 体操・器械体操 １ ３～４ 

  ※ 陸上競技 １ ３～４ 

  ※ 水泳 １ ３～４ 

  ※ 武道Ａ １ ３～４ 

  ※ 武道Ｂ １ ３～４ 

  ※ ダンス １ ３～４ 

  ※ ゴール型球技Ａ １ ３～４ 

  ※ ゴール型球技Ｂ １ ３～４ 
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  ※ ネット型球技Ａ １ ３～４ 

  ※ ネット型球技Ｂ １ ３～４ 

  ※ 野球型球技 １ ３～４ 

「体育原理、体

育心理学、体育

経営管理学、体

育社会学、体育

史」・運動学（運

動方法学を含

む。） 

１以上 ※ スポーツ哲学 ２ ２～４ 

 ※ スポーツ心理学 ２ ２～４ 

 ※ スポーツマネジメント ２ ２～４ 

 ※ スポーツ社会学 ２ ２～４ 

 ※ 運動学（バイオメカニクス） ２ ２～４ 

 ※ スポーツ教育学 ４ ２～４ 

  スポーツ史 ４ ２～４ 

  日本武芸文化論 ４ ２～４ 

  日本武芸文化演習 ４ ３～４ 

   トレーニング・評価 ４ ３～４ 

   野外教育論 ４ ２～４ 

   スポーツ・レクリエーション演

習 

２ ３～４ 

生理学（運動生

理学を含む。） 

１以上 ※ 生理学（運動生理学を含む） ４ ２～４ 

衛生学・公衆衛

生学 

１以上 ※ 衛生学及び公衆衛生学 ２ ３～４ 

学校保健（小児

保健、精神保

健、学校安全及

び救急処置を

含む。） 

１以上 ※ 救急・応急処置演習 ２ ２～４ 

 ※ 学校保健 ２ ３～４ 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

中一種免

８以上 

※ 保健体育科指導法Ⅰ ２ ３ 

※ 保健体育科指導法Ⅱ ２ ３ 

  高一種免

４以上 

△ 保健体育科指導法Ⅲ ２ ３ 

  △ 保健体育科指導法Ⅳ ２ ３ 

免許状取得に必要な修得単位数 「免許法施行規則の科目区分」の教科に関する専門的事項

の各科目に含めることが必要な事項について、それぞれ１単

位以上 

   「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」に関

する科目は中一種免８単位以上、高一種免４単位以上 

   中一種免計28単位以上、高一種免計24単位以上 

備考 １ 上記以外のスポーツ文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修

得単位数に算入されない。 

 ２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

 ３ △印科目は、中一種免必修科目 

教科に関する科目 

(１) 経営学専攻経営・会計コース 

① 高一種免 商業 

ア 平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 
授業科目 単位 開設年次 



62/82 

科目 単位数 

商業の関係科目 １以上 ※ 経営学基礎 ２ １ 

 ※ 基礎簿記 ４ １ 

  ※ 経営管理論 ４ ２ 

   現代企業論 ２ ２ 

   企業社会論 ２ ２ 

  ※ マーケティング ４ ２ 

   経営史 ４ ２ 

   組織と個人 ２ ２ 

   組織と戦略 ２ ２ 

   国際ビジネス論 ２ ２ 

   アジア経営論 ２ ２ 

   生産管理論 ２ ２ 

   市場調査論 ２ ２ 

   中小企業論 ４ ３～４ 

   品質管理論 ２ ３～４ 

  ※ 財務諸表 ２ ２ 

   財務会計論 ２ ２ 

   業績管理会計 ２ ２ 

   意思決定会計 ２ ２ 

   原価計算 ４ ２ 

   経営分析 ４ ２ 

   会計情報論 ２ ２ 

   商業簿記 ４ ２ 

   工業簿記 ２ ２ 

   会計監査 ２ ３～４ 

   税務会計 ２ ３～４ 

   簿記演習 ４ ３～４ 

職業指導 １以上 ※ 職業指導論 ４ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の経営学専攻経営・会計コースで開設している授業科目は、免許状取得に必要な

修得単位数に算入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成25～29年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

商業の関係科目 １以上 ※ 経営学基礎 ２ １ 

 ※ 基礎簿記 ４ １ 

  ※ 経営管理論 ４ ２ 

   現代企業論 ２ ２ 

   企業社会論 ２ ２ 

  ※ マーケティング ４ ２ 
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   経営史 ４ ２ 

   組織と個人 ２ ２ 

   組織と戦略 ２ ２ 

   国際ビジネス論 ２ ２ 

   アジア経営論 ２ ２ 

   生産管理論 ２ ２ 

   市場調査論 ２ ２ 

   中小企業論 ４ ３～４ 

   品質管理論 ２ ３～４ 

  ※ 財務諸表 ２ ２ 

   財務会計論 ２ ２ 

   業績管理会計 ２ ２ 

   意思決定会計 ２ ２ 

   原価計算 ４ ２ 

   経営分析 ４ ２ 

   会計情報論 ２ ２ 

   会計情報システム ２ ２ 

   商業簿記 ４ ２ 

   工業簿記 ２ ２ 

   会計監査 ２ ３～４ 

   税務会計 ２ ３～４ 

   簿記演習 ４ ３～４ 

職業指導 １以上 ※ 職業指導論 ４ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の経営学専攻経営・会計コースで開設している授業科目は、免許状取得に必要な

修得単位数に算入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(１) 経営学専攻情報経営コース 

② 高一種免 情報 

ア 平成25年度～平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

情報社会及び情

報倫理 

１以上 ※ 産業情報論 ４ ２ 

 ※ 情報倫理 ４ ２ 

   情報セキュリティ ２ ３～４ 

コンピュータ及

び情報処理（実習

を含む。） 

１以上  情報処理基礎 ２ １ 

  情報処理応用 ２ ２ 

 ※ プログラミング ４ ２ 

  情報リテラシーⅠ ２ １ 

情報システム（実

習を含む。） 

１以上 ※ データベース論 ２ ２ 

 ※ 情報システム構築 ２ ２ 

  情報システム実習 １ ３～４ 
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   Ｗｅｂコンピューティング ２ ３～４ 

情報通信ネット

ワーク（実習を含

む。） 

１以上 ※ 情報通信論 ２ ２ 

 ※ コンピュータ・ネットワーク論 ２ ２ 

  コンピュータ・ネットワーク実習 １ ３～４ 

   インターネット概論 ２ ２ 

マルチメディア

表現及び技術（実

習を含む。） 

１以上 ※ 情報メディア論 ２ ２ 

 ※ 画像処理 ２ ２ 

 ※ マルチメディア実習 １ ３～４ 

情報と職業 １以上 ※ 情報と職業 ４ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の経営学専攻情報経営コースで開設している授業科目は、免許状取得に必要な修

得単位数に算入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(２) 法学専攻 

① 中一種免 社会 

ア 平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

日本史及び外国

史 

１以上  東洋史 ２ ２ 

  西洋史 ２ ２ 

  ※ 日本史 ４ ２～４ 

  ※ 外国史 ４ ２ 

地理学（地誌を含

む。） 

１以上 ※ 自然地理学 ４ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  憲法Ⅰ ２ １ 

   憲法Ⅱ ４ ２ 

   行政法Ⅰ ４ ２ 

   行政法Ⅱ ４ ３ 

   刑法 ４ ２ 

   刑事訴訟法 ４ ２ 

   民法Ⅰ ２ １ 

   民法Ⅱ ４ ２ 

   商法Ⅰ ４ ２ 

   商法Ⅱ ４ ３ 

   民事訴訟法 ４ ３ 

   国際法 ２ ２ 

   政治理論 ４ ２ 

   現代日本政治論 ４ １ 

   地方自治論 ４ ２ 

「社会学、経済 １以上  社会学 ２ ２～４ 
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学」  ※ マクロ経済学 ２ ２ 

  ※ ミクロ経済学 ２ ２ 

「哲学、倫理学、

宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

   社会思想史 ２ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の法学専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算入さ

れない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成25～29年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

日本史及び外国

史 

１以上  東洋史 ２ ２ 

  西洋史 ２ ２ 

  ※ 日本史 ４ ２～４ 

  ※ 外国史 ４ ２ 

地理学（地誌を含

む。） 

１以上 ※ 自然地理学 ４ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  憲法Ⅰ ２ １ 

   憲法Ⅱ ４ ２ 

   行政法Ⅰ ４ ２ 

   行政法Ⅱ ４ ３ 

   税法 ４ ３ 

   刑法 ４ ２ 

   刑事訴訟法 ４ ２ 

   民法Ⅰ ２ １ 

   民法Ⅱ ４ ２ 

   商法Ⅰ ４ ２ 

   商法Ⅱ ４ ３ 

   民事訴訟法 ４ ３ 

   国際法 ２ ２ 

   政治理論 ４ ２ 

   現代日本政治論 ４ １ 

   行政学 ４ ２ 

   地方自治論 ４ ２ 

   行政法特論 ４ ３ 

   自治体財政論 ２ ２ 

   国際政治学 ４ ２ 

   国際政治史 ２ ２ 

   外国政治 ２ ３ 
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「社会学、経済

学」 

１以上  社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学 ２ ２ 

  ※ ミクロ経済学 ２ ２ 

「哲学、倫理学、

宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

   社会思想史 ２ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の法学専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算入さ

れない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(２) 法学専攻 

② 高一種免 公民 

ア 平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

「法律学（国際法

を含む。）、政治

学（国際政治を含

む。）」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  憲法Ⅰ ２ １ 

  憲法Ⅱ ４ ２ 

  行政法Ⅰ ４ ２ 

  行政法Ⅱ ４ ３ 

   刑法 ４ ２ 

   刑事訴訟法 ４ ２ 

   民法Ⅰ ２ １ 

   民法Ⅱ ４ ２ 

   商法Ⅰ ４ ２ 

   商法Ⅱ ４ ３ 

   民事訴訟法 ４ ３ 

  ※ 国際法 ２ ２ 

  ※ 政治理論 ４ ２ 

   現代日本政治論 ４ １ 

   地方自治論 ４ ２ 

「社会学、経済学

（国際経済を含

む。）」 

１以上 ※ 社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学 ２ ２ 

 ※ ミクロ経済学 ２ ２ 

「哲学、倫理学、

宗教学、心理学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

  社会思想史 ２ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の法学専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算入さ

れない。 
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２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成25～29年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

「法律学（国際法

を含む。）、政治

学（国際政治を含

む。）」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  憲法Ⅰ ２ １ 

  憲法Ⅱ ４ ２ 

  行政法Ⅰ ４ ２ 

  行政法Ⅱ ４ ３ 

   税法 ４ ３ 

   刑法 ４ ２ 

   刑事訴訟法 ４ ２ 

   民法Ⅰ ２ １ 

   民法Ⅱ ４ ２ 

   商法Ⅰ ４ ２ 

   商法Ⅱ ４ ３ 

   民事訴訟法 ４ ３ 

  ※ 国際法 ２ ２ 

  ※ 政治理論 ４ ２ 

   現代日本政治論 ４ １ 

   行政学 ４ ２ 

   地方自治論 ４ ２ 

   自治体財政論 ２ ２ 

   行政法特論 ４ ３ 

  ※ 国際政治学 ４ ２ 

   国際政治史 ２ ２ 

   外国政治 ２ ３ 

「社会学、経済学

（国際経済を含

む。）」 

１以上 ※ 社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学 ２ ２ 

 ※ ミクロ経済学 ２ ２ 

「哲学、倫理学、

宗教学、心理学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

  社会思想史 ２ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の法学専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算入さ

れない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(３) 英語専攻 

① 中一種免 外国語（英語）、高一種免 外国語（英語） 

ア 平成25年度～平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 
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免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

英語学 １以上 ※ 英語学概論 ４ ２～４ 

   英語学研究Ａ ４ ３～４ 

   英語学研究Ｂ ４ ３～４ 

   英語教育 ２ ３～４ 

   日英対照言語研究 ４ ３～４ 

英米文学 １以上 ※ 英米文学概論 ２ ２～４ 

   イギリス文学史 ２ ３～４ 

   アメリカ文学史 ２ ３～４ 

   英米文学研究Ａ ４ ３～４ 

   英米文学研究Ｂ ４ ３～４ 

英語コミュニケ

ーション 

１以上 ※ Ｏｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ

ｎⅠ 

４ １ 

 ※ Ｏｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ

ｎⅡ 

４ ２ 

   Ｏｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ

ｎⅢ 

２ ２ 

   Ｏｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ

ｎⅣ 

２ ２ 

  ※ Ｐｒｏｎｕｎｃｉａｔｉｏｎ １ １ 

  ※ ＲｅａｄｉｎｇⅠ ２ １ 

  ※ ＲｅａｄｉｎｇⅡ ２ １ 

  ※ Ｂａｓｉｃ ＷｒｉｔｉｎｇⅠ ２ １ 

  ※ Ｂａｓｉｃ ＷｒｉｔｉｎｇⅡ ２ １ 

   Ｗｒｉｔｉｎｇ／Ｐｒｅｓｅｎｔｉｎ

ｇⅠ 

２ ２ 

   Ｗｒｉｔｉｎｇ／Ｐｒｅｓｅｎｔｉｎ

ｇⅡ 

２ ２ 

  ※ Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ １ ２ 

   Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ ４ ３～４ 

異文化理解 １以上 ※ Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｓｔｕ

ｄｙ 

４ ２～４ 

   Ｒｅｇｉｏｎａｌ ＳｔｕｄｉｅｓＡ ２ ３～４ 

   Ｒｅｇｉｏｎａｌ ＳｔｕｄｉｅｓＢ ２ ３～４ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の英語専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算入さ

れない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(４) ロシア語専攻 

① 中一種免 外国語（ロシア語）、高一種免 外国語（ロシア語） 

ア 平成25年度～平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める 授業科目 単位 開設年次 
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科目区分 

科目 単位数 

ロシア語学 １以上  ロシア語入門Ⅰ ５ １～４ 

   ロシア語入門Ⅱ ５ １～４ 

  ※ ロシア語文法 ４ ２～４ 

   ロシア語演習Ⅰ ２ ２～４ 

   ロシア語演習Ⅱ ２ ２～４ 

   ロシア語発展演習Ａ ４ ２～４ 

   ロシア語発展演習Ｂ ４ ２～４ 

   ロシア語学研究Ａ 
 １科目選択 

４ ２～４ 

   ロシア語学研究Ｂ ４ ２～４ 

ロシア文学 １以上 ※ ロシア事情Ｂ（文学・文化） ４ １～４ 

   ロシア文学研究Ａ 
 １科目選択 

４ ２～４ 

   ロシア文学研究Ｂ ４ ２～４ 

   ロシア文学講読Ａ ４ ２～４ 

   ロシア文学講読Ｂ ４ ２～４ 

ロシア語コミュ

ニケーション 

１以上  基礎ロシア語Ⅰ ２ １～４ 

  基礎ロシア語Ⅱ ２ １～４ 

 ※ ロシア語作文 ４ ２～４ 

  ※ ロシア語会話Ⅰ ２ ２～４ 

  ※ ロシア語会話Ⅱ ２ ２～４ 

   ロシア語作文研究 ４ ２～４ 

   現代ロシア語表現研究Ａ 
 
１科目選

択 

４ ２～４ 

   現代ロシア語表現研究Ｂ ４ ２～４ 

異文化理解 １以上 ※ ロシア事情Ａ（地域研究） ４ １～４ 

   ロシア史Ａ ２ ２～４ 

   ロシア史Ｂ ２ ２～４ 

   ロシア外交論Ａ ２ ２～４ 

   ロシア外交論Ｂ ２ ２～４ 

免許状取得に必要な修得

単位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外のロシア語専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算

入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(５) 歴史文化専攻 

① 中一種免 社会 

ア 平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

日本史及び外国

史 

１以上  東洋史 ２ ２ 

  西洋史 ２ ２ 

  ※ 日本史 ４ ２～４ 

  ※ 外国史 ４ ２ 
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   アイヌの歴史 ４ ３～４ 

地理学（地誌を含

む。） 

１以上 ※ 自然地理学 ４ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  憲法Ⅰ ２ １ 

   憲法Ⅱ ４ ２ 

   行政法Ⅰ ４ ２ 

   行政法Ⅱ ４ ３ 

   刑法 ４ ２ 

   刑事訴訟法 ４ ２ 

   民法Ⅰ ２ １ 

   民法Ⅱ ４ ２ 

   商法Ⅰ ４ ２ 

   商法Ⅱ ４ ３ 

   民事訴訟法 ４ ３ 

   国際法 ２ ２ 

   政治理論 ４ ２ 

   現代日本政治論 ４ １ 

   地方自治論 ４ ２ 

「社会学、経済

学」 

１以上  社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学 ２ ２ 

  ※ ミクロ経済学 ２ ２ 

「哲学、倫理学、

宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

   社会思想史 ２ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算

入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

イ 平成25～29年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

日本史及び外国

史 

１以上  東洋史 ２ ２ 

  西洋史 ２ ２ 

  ※ 日本史 ４ ２～４ 

  ※ 外国史 ４ ２ 

地理学（地誌を含

む。） 

１以上 ※ 自然地理学 ４ ２～４ 

 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

  ※ 地誌学 ２ ２～４ 

「法律学、政治

学」 

１以上 ※ 法学 ２ １ 

  憲法Ⅰ ２ １ 
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   憲法Ⅱ ４ ２ 

   行政法Ⅰ ４ ２ 

   行政法Ⅱ ４ ３ 

   税法 ４ ３ 

   刑法 ４ ２ 

   刑事訴訟法 ４ ２ 

   民法Ⅰ ２ １ 

   民法Ⅱ ４ ２ 

   商法Ⅰ ４ ２ 

   商法Ⅱ ４ ３ 

   民事訴訟法 ４ ３ 

   国際法 ２ ２ 

   政治理論 ４ ２ 

   現代日本政治論 ４ １ 

   行政学 ４ ２ 

   地方自治論 ４ ２ 

   行政法特論 ４ ３ 

   自治体財政論 ２ ２ 

   国際政治学 ４ ２ 

   国際政治史 ２ ２ 

   外国政治 ２ ３ 

「社会学、経済

学」 

１以上  社会学 ２ ２～４ 

 ※ マクロ経済学 ２ ２ 

  ※ ミクロ経済学 ２ ２ 

「哲学、倫理学、

宗教学」 

１以上 ※ 哲学 ２ ２～４ 

 ※ 倫理学 ２ ２～４ 

   社会思想史 ２ ２ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算

入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(５) 歴史文化専攻 

② 高一種免 地理歴史 

ア 平成25年度～平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

日本史 １以上 ※ 日本史 ４ ２～４ 

  ※ 日本北方史 ４ ３～４ 

   考古学研究 ２ ２～４ 

   日本文学史 ４ ２～４ 

   アイヌの歴史 ４ ３～４ 

外国史 １以上  東洋史 ２ ２ 
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   西洋史 ２ ２ 

  ※ 外国史 ４ ２ 

   西洋美術史 ２ ２～４ 

   ヨーロッパ文明史 ２ ２～４ 

   中国史 ４ ３～４ 

   ロシア史Ａ ２ ２～４ 

   ロシア史Ｂ ２ ２～４ 

   経済史 ４ ２ 

   経営史 ４ ２ 

人文地理学及び

自然地理学 

１以上 ※ 人文地理学 ２ ２～４ 

 ※ 自然地理学 ４ ２～４ 

地誌 １以上 ※ 地誌学 ２ ２～４ 

   北海道地域文化論 ４ ３～４ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

 

備考 

１ 上記以外の歴史文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数に算

入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(６) 日本語・日本文化専攻 

① 中一種免 国語 

ア 平成25年度～平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

国語学（音声言語

及び文章表現に

関するものを含

む。） 

１以上  言語論Ⅰ ２ ２～４ 

  言語論Ⅱ ２ ２～４ 

  日本語学入門 ２ １ 

 ※ 日本語概論 ４ ２～４ 

 ※ 日本語表現論 ４ ２～４ 

   日本語史 ４ ３～４ 

   日本語学特講Ａ ２ ３～４ 

   日本語学特講Ｂ ２ ３～４ 

国文学（国文学史

を含む。） 

１以上 ※ 日本文学史 ４ ２～４ 

 ※ 日本文学表現論 ４ ２～４ 

  文学と現代社会 ４ ２～４ 

   日本文学特講Ａ ４ ３～４ 

   日本文学特講Ｂ ４ ３～４ 

   日本文学特講Ｃ ４ ３～４ 

  ※ 日本文化論 ２ ２～４ 

   日本文化特講 ２ ３～４ 

漢文学 １以上 ※ 漢文学 ４ ２～４ 

書道（書写を中心

とする。） 

１以上 ※ 書道 ４ ２～４ 

免許状取得に必要な修得単 「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上
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位数 計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の日本語・日本文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(６) 日本語・日本文化専攻 

② 高一種免 国語 

ア 平成25年度～平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

国語学（音声言語

及び文章表現に

関するものを含

む。） 

１以上  言語論Ⅰ ２ ２～４ 

  言語論Ⅱ ２ ２～４ 

  日本語学入門 ２ １ 

 ※ 日本語概論 ４ ２～４ 

 ※ 日本語表現論 ４ ２～４ 

   日本語史 ４ ３～４ 

   日本語学特講Ａ ２ ３～４ 

   日本語学特講Ｂ ２ ３～４ 

国文学（国文学史

を含む。） 

１以上 ※ 日本文学史 ４ ２～４ 

 ※ 日本文学表現論 ４ ２～４ 

  文学と現代社会 ４ ２～４ 

   日本文学特講Ａ ４ ３～４ 

   日本文学特講Ｂ ４ ３～４ 

   日本文学特講Ｃ ４ ３～４ 

  ※ 日本文化論 ２ ２～４ 

   日本文化特講 ２ ３～４ 

漢文学 １以上 ※ 漢文学 ４ ２～４ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外の日本語・日本文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単

位数に算入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

(７) スポーツ文化専攻 

① 中一種免 保健体育、高一種免 保健体育 

ア 平成25年度～平成30年度入学生に適用 

下表の中から、※印科目及びその他の教科に関する科目を合わせて、20単位以上を修得す

ること。 

免許法施行規則に定める科

目区分 授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

体育実技 １以上 ※ 体操・器械体操 １ ２～４ 

  ※ 陸上競技 １ ２～４ 

  ※ 水泳 １ ２～４ 

  ※ 武道Ａ １ ２～４ 
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  ※ 武道Ｂ １ ２～４ 

  ※ ダンス １ ２～４ 

  ※ サッカー １ ２～４ 

  ※ バスケットボール １ ２～４ 

  ※ バレーボール １ ２～４ 

  ※ テニス １ ２～４ 

  ※ バトミントン １ ２～４ 

  ※ ソフトボール １ ２～４ 

「体育原理、体育

心理学、体育経営

管理学、体育社会

学、体育史」及び

運動学（運動方法

学を含む。） 

１以上 ※ スポーツ哲学 ２ ２～４ 

 ※ スポーツ心理学 ２ ２～４ 

 ※ スポーツマネジメント ２ ２～４ 

 ※ スポーツ社会学 ２ ２～４ 

 ※ 運動学 ２ ３～４ 

 ※ スポーツ教育学 ４ ２～４ 

  スポーツ史 ４ ２～４ 

   日本武芸文化論 ４ ２～４ 

   日本武芸文化演習基礎 ４ ２～４ 

   日本武芸文化演習応用 ４ ３～４ 

   トレーニング・評価 ４ ３～４ 

   野外教育論 ４ ２～４ 

   スポーツ・レクリエーション演習 ４ ３～４ 

   サマー・スポーツ演習 ４ ３～４ 

   ウインター・スポーツ演習 ４ ３～４ 

生理学（運動生理

学を含む。） 

１以上 ※ 生理学 ２ ２～４ 

 ※ 運動生理学 ２ ２～４ 

衛生学及び公衆

衛生学 

１以上 ※ 衛生学及び公衆衛生学 ２ ３～４ 

学校保健（小児保

健、精神保健、学

校安全及び救急

処置を含む。） 

１以上 ※ 救急・応急処置演習 ４ ２～４ 

 ※ 学校保健 ２ ３～４ 

免許状取得に必要な修得単

位数 

「免許法施行規則の科目区分」の科目について、それぞれ１単位以上

計20単位以上 

備考 

１ 上記以外のスポーツ文化専攻で開設している授業科目は、免許状取得に必要な修得単位数

に算入されない。 

２ ※印科目は、免許状取得上の必修科目 

別表第４ 教育の基礎的理解に関する科目等 

４―（ア） 令和４年度以降入学生に適用 

免許法施行規則に定める科目区分等 
授業科目 単位 

開設年

次 
備考 

科目 各科目に含める内容 

教育の

基礎的

理解に

関する

科目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

○教育原理 ２ ２  

教職の意義及び教員の役割・職

務内容（チーム学校運営への対

応を含む。） 

○教職論 ２ １  

 教育に関する社会的、制度的又 ○教育制度論 ２ ２  
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は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を含

む。） 

 幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程 

○教育心理学 ２ ２  

 特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解 

○特別支援教育入門 ２ ２  

 教育課程の意義及び編成の方法

（カリキュラム・マネジメント

を含む。） 

○教育課程論 ２ ２  

道徳、総

合的な

学習の

時間等

の指導

法及び

生徒指

導、教育

相談 

等に関

する科

目 

道徳の理論及び指導法 △道徳教育論 ２ ３ 中一種免必修 

総合的な学習（探究）の時間の

指導法 

○特別活動・総合的な学

習の時間の指導法 

２ ３  

特別活動の指導法     

教育の方法及び技術 ○教育の方法及び技術

（ＩＣＴの活用を含

む） 

２ ２  

情報通信技術を活用した教育の

理論及び方法 

   

生徒指導の理論及び方法 

進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法 

○生徒指導・進路指導論 ２ ３  

 教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法 

○教育相談 ２ ３  

教育実

践に関

する科

目 

教育実習 △教育実習（中高） ５ ４ 中一種免必修 

▲教育実習（高） ３ ４ 高一種免のみ

取得必修 

 教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） ２ ４  

〔免許状取得に必要な最低修得単位数〕 ○印＝必修科目 

「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間

等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教育実践

に関する科目」の総計 中一種免 29単位 高一種免25単位 

△印＝中一種免必修科目 

▲印＝高一種免のみ取得必修

科目 

４―（イ） 平成31年度～令和３年度入学生に適用 

免許法施行規則に定める科目区分等 
授業科目 単位 

開設年

次 
備考 

科目 各科目に含める内容 

教育の

基礎的

理解に

関する

科目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

○教育原理 ２ ２  

教職の意義及び教員の役割・職

務内容（チーム学校運営への対

応を含む。） 

○教職論 ２ １  

 教育に関する社会的、制度的又

は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を含

む。） 

○教育制度論 ２ ２  

 幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程 

○教育心理学 ２ ２  



76/82 

 特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解 

○特別支援教育入門 ２ ２  

 教育課程の意義及び編成の方法

（カリキュラム・マネジメント

を含む。） 

○教育課程論 ２ ２  

道徳、総

合的な

学習の

時間等

の指導

法及び

生徒指

導、教育

相談等

に関す

る科目 

道徳の理論及び指導法 △道徳教育論 ２ ３ 中一種免必修 

総合的な学習（探究）の時間の

指導法 

○特別活動・総合的な学

習の時間の指導法 

２ ３  

特別活動の指導法    

教育の方法及び技術（情報機器

及び教材の活用を含む。） 

○教育方法論 ２ ２  

生徒指導の理論及び方法 

進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法 

○生徒指導・進路指導論 ２ ３  

    

 教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法 

○教育相談 ２ ３  

教育実

践に関

する科

目 

教育実習 △教育実習（中高） ５ ４ 中一種免必修 

 ▲教育実習（高） ３ ４ 高一種免のみ取

得必修 

 教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） ２ ４  

〔免許状取得に必要な最低修得単位数〕 ○印＝必修科目 

「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時

間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教育

実践に関する科目」の総計 中一種免 29単位 高一種免25単位 

△印＝中一種免必修科目 

▲印＝高一種免のみ取得必修科

目 

４―（ウ） 平成30年度入学生に適用 

免許法施行規則の科目区分等 
授業科目 単位 

開設年

次 
備考 

科目 各科目に含める内容 

教職の

意義等

に関す

る科目 

教職の意義及び教員の役割 ○教職論 ２ １  

教員の職務内容（研修、服

務及び身分保障等を含む。） 

    

 進路選択に資する各種の機

会の提供等 

    

教育の

基礎理

論に関

する科

目 

教育の理念並びに教育に関

する歴史及び思想 

○教育原理 ２ ２  

教育史Ⅰ ２ ３～４  

幼児、児童及び生徒の心身

の発達及び学習の過程（障

害のある幼児、児童及び生

徒の心身の発達及び学習の

過程を含む。） 

○教育心理学 ２ ２  

 教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項 

○教育制度論 ２ ２  

 教育社会学 ２ ３～４  

教育課

程及び

教育課程の意義及び編成の

方法 

○教育課程論 ２ ２  
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指導法

に関す

る科目 

各教科の指導法 ○国語科指導法Ⅰ ２ ３ 当該教科の指

導法を修得  ○国語科指導法Ⅱ ２ ３ 

  △国語科指導法Ⅲ ２ ３  

  △国語科指導法Ⅳ ２ ３  

  ○商業科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○商業科指導法Ⅱ ２ ３  

  ○英語科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○英語科指導法Ⅱ ２ ３  

  △英語科指導法Ⅲ ２ ３  

  △英語科指導法Ⅳ ２ ３  

  ○ロシア語科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○ロシア語科指導法Ⅱ ２ ３  

  △ロシア語科指導法Ⅲ ２ ３  

  △ロシア語科指導法Ⅳ ２ ３  

  ○社会科・地理歴史科指導法Ⅰ ２ ３ 

 

※ 
  ○社会科・地理歴史科指導法Ⅱ ２ ３ 

  ○社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

  ○社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

  ○情報科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○情報科指導法Ⅱ ２ ３  

  ○保健体育科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○保健体育科指導法Ⅱ ２ ３  

  △保健体育科指導法Ⅲ ２ ３  

  △保健体育科指導法Ⅳ ２ ３  

 道徳の指導法 △道徳教育論 ２ ３ 中一種免必修 

 特別活動の指導法 ○特別活動論 ２ ２  

 教育の方法及び技術（情報

機器及び教材の活用を含

む。） 

○教育方法論 ２ ２  

生徒指

導、教

育相談

及び進

路指導

等に関

する科

目 

生徒指導の理論及び方法教

育相談（カウンセリングに

関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法 

○生徒指導論 ２ ３  

進路指導の理論及び方法 ○進路指導論 ２ ３  

教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法 

教育相談 ２ ３～４  

教育実習 ○教育実習Ⅰａ ２ ３  

  ○教育実習Ⅰｂ ２ ４  

  △教育実習Ⅱ ２ ４ 中一種免必修 

教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） ２ ４  

〔免許状取得に必要な最低修得単位数〕 ○印＝必修科目 

教職に関する科目 △印＝中一種免必修科目 

中一種免38単位（社会34単位） 高一種免30単位  

※中一種免（社会）は「社会科・地理歴史科指導法Ⅰ」及び「社会科・公民科指導法Ⅰ」を修得 

高一種免（地理歴史）は「社会科・地理歴史科指導法Ⅰ」及び「社会科・地理歴史科指導法Ⅱ」
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を修得 

高一種免（公民）は「社会科・公民科指導法Ⅰ」及び「社会科・公民科指導法Ⅱ」を修得 

４―（エ） 平成25―29年度入学生に適用 

免許法施行規則の科目区分等 
授業科目 単位 開設年次 備考 

科目 各科目に含める内容 

教職の

意義等

に関す

る科目 

教職の意義及び教員の役

割 

○教職論 ２ １  

教員の職務内容（研修、

服務及び身分保障等を含

む。） 

    

 進路選択に資する各種の

機会の提供等 

    

教育の

基礎理

論に関

する科

目 

教育の理念並びに教育に

関する歴史及び思想 

○教育原理 ２ ２  

教育史Ⅰ ２ ３～４ 教育史Ⅰ又はⅡ

のいずれか１科

目を修得 

教育史Ⅱ ２ ３～４ 

幼児、児童及び生徒の心

身の発達及び学習の過程

（障害のある幼児、児童

及び生徒の心身の発達及

び学習の過程を含む。） 

○教育心理学 ２ ２  

 教育に関する社会的、制

度的又は経営的事項 

○教育制度論 ２ ２  

 教育社会学 ２ ３～４  

教育課

程及び

指導法

に関す

る科目 

教育課程の意義及び編成

の方法 

○教育課程論 ２ ２  

各教科の指導法 ○国語科指導法Ⅰ ２ ３ 当該教科の指導

法を修得  ○国語科指導法Ⅱ ２ ３ 

  △国語科指導法Ⅲ ２ ３  

  △国語科指導法Ⅳ ２ ３  

  ○商業科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○商業科指導法Ⅱ ２ ３  

  ○英語科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○英語科指導法Ⅱ ２ ３  

  △英語科指導法Ⅲ ２ ３  

  △英語科指導法Ⅳ ２ ３  

  ○ロシア語科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○ロシア語科指導法Ⅱ ２ ３  

  △ロシア語科指導法Ⅲ ２ ３  

  △ロシア語科指導法Ⅳ ２ ３  

  ○社会科・地理歴史科指導

法Ⅰ 

２ ３ 

 

※ 
  ○社会科・地理歴史科指導

法Ⅱ 

２ ３ 

  ○社会科・公民科指導法Ⅰ ２ ３ 

  ○社会科・公民科指導法Ⅱ ２ ３ 

  ○情報科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○情報科指導法Ⅱ ２ ３  
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  ○保健体育科指導法Ⅰ ２ ３  

  ○保健体育科指導法Ⅱ ２ ３  

  △保健体育科指導法Ⅲ ２ ３  

  △保健体育科指導法Ⅳ ２ ３  

 道徳の指導法 △道徳教育論 ２ ３ 中一種免必修 

 特別活動の指導法 ○特別活動論 ２ ２  

 教育の方法及び技術（情

報機器及び教材の活用を

含む。） 

○教育方法論 ２ ２  

生徒指

導、教

育相談

及び進

路指導

等に関

する科

目 

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方

法 

○生徒指導論 ２ ３  

進路指導の理論及び方法 ○進路指導論 ２ ３  

教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方

法 

教育相談 ２ ３～４  

教育実習 ○教育実習Ⅰａ ２ ３  

  ○教育実習Ⅰｂ ２ ４  

  △教育実習Ⅱ ２ ４ 中一種免必修 

教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） ２ ４  

〔免許状取得に必要な最低修得単位数〕 ○印＝必修科目 

教職に関する科目 △印＝中一種免必修科目 

中一種免38単位（社会34単位） 高一種免30単位  

※中一種免（社会）は「社会科・地理歴史科指導法Ⅰ」及び「社会科・公民科指導法Ⅰ」を修得 

高一種免（地理歴史）は「社会科・地理歴史科指導法Ⅰ」及び「社会科・地理歴史科指導法Ⅱ」

を修得 

高一種免（公民）は「社会科・公民科指導法Ⅰ」及び「社会科・公民科指導法Ⅱ」を修得 

別表第５ 

大学が独自に設定する科目 

（平成31年度以降入学生に適用） 

免許法施行規則に定める科目区

分 
授業科目 単位 開設年次 備考 

科目 
各科目に含める

内容 

大学が独自に設定する科目 教育情報論 ２ ３  

  道徳教育論 ２ ３ 高一種免のみ 

  学校ボランティアⅠ １ ３  

  学校ボランティアⅡ １ ３  

〔免許状取得に必要な最低修得単位数〕 

「大学が独自に設定する科目」 

中一種免 ４単位 高一種免12単位 

※別表第３「教科及び教科の指導法に関する科目」及び別表第４「教育の基礎的理解に関する科

目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教

育実践に関する科目」の総計が免許状取得に必要な最低修得単位数を超えて修得した単位は、

「大学が独自に設定する科目」に算入することができる。ただし、当該免許に係る科目のみと
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する。 

教科又は教職に関する科目 

（平成25年度～平成30年度入学生に適用） 

免許法施行規則の科目区分 
授業科目 単位 開設年次 

科目 単位数 

教科又は教職に関す

る科目 

８ 道徳教育論（高一種免のみ） ２ ３ 

又は 教育情報論 ２ ３ 

 16 生涯教育論 ２ ３ 

  学校ボランティアⅠ １ ３ 

  学校ボランティアⅡ １ ３ 

〔免許状取得に必要な最低修得単位数〕 

教科又は教職に関する科目 

中一種免 ８単位 高一種免 16単位 

※「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」の免許状取得に必要な最低修得単位数を超え

て修得した単位は、「教科又は教職に関する科目」に算入することができる。ただし、当該免

許に係る科目のみとする。 

別表第６ 免許法施行規則66条の６に定める科目 

６―（ア） （令和６年度以降入学生に適用） 

教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目 

免許法施行規則に定め

る科目区分 
単位数 

左記に対応する開設授業科目 

備考 
授業科目 

単位数 

必修 選択 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 

憲法入門 

 ２ 

２ 

これら２科目より１

科目選択必修 

体育 ２ 健康論 ２   

  生涯スポーツＡ  １ 生涯スポーツＡ～生

涯スポーツＦより１

科目選択必修 
  生涯スポーツＢ  １ 

  生涯スポーツＣ  １ 

  生涯スポーツＤ  １ 

  生涯スポーツＥ  １ 

  生涯スポーツＦ  １ 

外国語コミュニケーシ

ョン 

２ 英語Ⅰ  ４ これら12科目より１

科目選択必修  英語Ⅱ  ４ 

  英語Ⅲ  ４ 

  英語Ⅳ  ４  

  中国語Ⅰ  ４  

  中国語Ⅱ  ４  

  韓国語Ⅰ  ４  

  韓国語Ⅱ  ４  

  ロシア語Ⅰ  ４  

  ロシア語Ⅱ  ４  

  フランス語Ⅰ  ４  

  フランス語Ⅱ  ４  

数理、データ活用及び

人工知能に関する科目

又は情報機器の操作 

２ 情報リテラシー ２   
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６―（イ） （平成31年度～令和５年度入学生に適用） 

教育職員免許法施行規則第66の６に定める科目 

免許法施行規則に定

める科目区分 
単位数 

左記に対応する開設授業科目 

備考 
授業科目 

単位数 

必修 選択 

日本国憲法 ２ 日本国憲法  ２ これら２科目より１科目選択必

修   憲法入門  ２ 

体育 ２ 健康論 ２   

  体育実技 １   

外国語コミュニケー

ション 

２ 英語Ⅰ  ２ これら30科目より１科目選択必

修  英語Ⅱ  ２ 

  英語Ⅲ  ２  

  英語Ⅳ  ２  

  ロシア語Ⅰ  ２  

  ロシア語Ⅱ  ２  

  ロシア語Ⅲ  ２  

  ロシア語Ⅳ  ２  

  中国語Ⅰ  ２  

  中国語Ⅱ  ２  

  中国語Ⅲ  ２  

  中国語Ⅳ  ２  

  ドイツ語Ⅰ  ２  

  ドイツ語Ⅱ  ２  

  ドイツ語Ⅲ  ２  

  ドイツ語Ⅳ  ２  

  フランス語Ⅰ  ２  

  フランス語Ⅱ  ２  

  フランス語Ⅲ  ２  

  フランス語Ⅳ  ２  

  コリア語Ⅰ  ２  

  コリア語Ⅱ  ２  

  コリア語Ⅲ  ２  

  コリア語Ⅳ  ２  

  集中英語Ⅰ  ４  

  集中英語Ⅱ  ４  

  集中ロシア語Ⅰ  ４  

  集中ロシア語Ⅱ  ４  

  集中中国語Ⅰ  ４  

  集中中国語Ⅱ  ４  

数理、データ活用及

び人工知能に関する

科目又は情報機器の

操作 

２ 情報リテラシー ２   

 

６―（ウ） （平成25年度～平成30年度入学生に適用） 

教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目 

免許法施行規則に 単位数 左記に対応する開設授業科目 備考 
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定める科目区分 
授業科目 

単位数 

必修 選択 

日本国憲法 ２ 日本国憲法  ２ これら２科目より１科目選択必

修   憲法入門  ２ 

体育 ２ 健康論 ２   

  体育実技 １   

外国語コミュニケ

ーション 

２ 英語Ⅰ  ２ 

これら24科目より１科目選択必

修 

 英語Ⅱ  ２ 

  英語Ⅲ  ２ 

  英語Ⅳ  ２ 

  ロシア語Ⅰ  ２ 

  ロシア語Ⅱ  ２ 

  ロシア語Ⅲ  ２ 

  ロシア語Ⅳ  ２ 

  中国語Ⅰ  ２ 

  中国語Ⅱ  ２ 

  中国語Ⅲ  ２ 

  中国語Ⅳ  ２ 

  ドイツ語Ⅰ  ２ 

  ドイツ語Ⅱ  ２ 

  ドイツ語Ⅲ  ２ 

  ドイツ語Ⅳ  ２ 

  フランス語Ⅰ  ２ 

  フランス語Ⅱ  ２ 

  フランス語Ⅲ  ２ 

  フランス語Ⅳ  ２ 

  コリア語Ⅰ  ２ 

  コリア語Ⅱ  ２ 

  コリア語Ⅲ  ２ 

  コリア語Ⅳ  ２ 

情報機器の操作 ２ 情報リテラシーⅠ  ２ これら２科目より１科目選択必

修   情報リテラシーⅡ  ２ 

 


